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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ｉ）下記式（Ｃ）で表される含窒素ヘテロ環化合物またはその塩からなる薬剤Ｉと、
【化１】

　（ＩＩ）メトミノストロビンまたはイソフェタミドからなる薬剤ＩＩとを含有する、農
園芸用殺菌剤組成物。
【請求項２】
　前記薬剤Ｉと前記薬剤ＩＩの重量比（薬剤Ｉ：薬剤ＩＩ）が、１：１０，０００，００
０から１０，０００，０００：１であることを特徴とする請求項１に記載の農園芸用殺菌
剤組成物。
【発明の詳細な説明】



(2) JP 6458855 B2 2019.1.30

10

20

30

40

【技術分野】
【０００１】
　本発明は農園芸用殺菌剤組成物に関する。より詳細に、本発明は低薬量でも植物病害に
対して優れた防除効果を示し、かつ、有用植物に対する薬害の心配がない農園芸用殺菌剤
組成物に関する。
　本願は、２０１１年９月２６日に日本に出願された特願２０１１－２０９９６９号に基
づき優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、農園芸作物の栽培に当り、作物の病害に対して、多数の防除薬剤が使用されてい
る。しかしながら、その防除効力が不十分であったり、薬剤耐性の病原菌の出現によりそ
の使用が制限されたり、また、植物体に薬害や汚染を生じたり、あるいは人畜魚類等に対
する毒性が強かったりすることから、必ずしも満足すべき防除薬剤とは言い難いものが少
なくない。従って、かかる欠点の少ない安全に使用できる殺菌剤組成物の開発が要望され
ている。例えば、含窒素ヘテロ環化合物及び／又はその塩が殺菌剤組成物の有効成分とし
て有用であることが特許文献１および２に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】ＷＯ２０１０／０１８６８６号パンフレット
【特許文献２】ＷＯ２０１１／０８１１７４号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の課題は、低薬量でも植物病害に対して優れた防除効果を示し、かつ、有用植物
に対する薬害の心配がない農園芸用殺菌剤組成物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者は、上記課題を解決すべく、特許文献１および２に記載の含窒素ヘテロ環化合
物及び／又はその塩を有効成分とする殺菌剤組成物についてさらに鋭意研究した。その結
果、前記含窒素ヘテロ環化合物及び／又はその塩と、特定の農薬活性化合物とを併用する
ことで、低薬量でも植物病害に対して優れた防除効果を示し、かつ、有用植物に対する薬
害の心配がないことを見出した。本発明は、この知見に基づいてさらに検討を重ねること
によって完成するに至ったものである。
【０００６】
　すなわち、本発明は、以下のとおりのものである。
【０００７】
〔１〕　式（１）で示される含窒素へテロ環化合物、式（２）で示される含窒素ヘテロ環
化合物およびそれらの塩からなる群から選ばれる少なくとも一種と、
【０００８】
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【化１】

｛式（１）中、Ｘはそれぞれ独立してハロゲノ基またはＣ１～６アルキル基を表す。ｎは
Ｘの個数を示し、０～６のいずれかの整数である。Ｘ’はハロゲノ基を表す。Ｒ１、Ｒ２

およびＲ３はそれぞれ独立してＣ１～６アルキル基または水酸基を表す。｝
【０００９】

【化２】

｛式（２）中、Ｘはそれぞれ独立してハロゲノ基またはＣ１～６アルキル基を表す。ｎは
Ｘの個数を示し、０～６のいずれかの整数である。Ｘ’はハロゲノ基を表す。Ｒ４、Ｒ５

、Ｒ６およびＲ７はそれぞれ独立して水素原子、Ｃ１～６アルキル基または水酸基を表す
。｝
　ＳＢＩ剤、ベンゾイミダゾール系剤、酸アミド系殺菌剤、ジカルボキシイミド系殺菌剤
、フェニルピロール系殺菌剤、有機（チオ）ホスフェート系剤、グアニジン系殺菌剤、ミ
トコンドリア電子伝達系複合体ＩＩ阻害剤、ミトコンドリア電子伝達系複合体ＩＩＩ阻害
剤、アニリノピリミジン系剤、ネオニコチノイド系剤、ＳＨ阻害剤、シフルフェナミド、
シモキサニル、プロキナジッド、メトラフェノン、キノキシフェン、ジクロメジン、イソ
プロチオラン、ブピリメート、ヘキシチアゾクス、テブフェノジド、チオジカルブ、スピ
ノサド、エトフェンプロックス、フィプロニル、エチプロール、ピメトロジン、ブプロフ
ェジン、クロルフェナピル、式（３）で示される化合物、式（４）で示される化合物、及
びそれらの塩からなる群から選ばれる少なくとも一種の化合物と
　を含有する、農園芸用殺菌剤組成物。
【００１０】
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【化３】

｛式（３）中、ＷはＣ１～６アルキル基、Ｃ１～６アルコキシ基、ハロゲン原子、ニトロ
基、シアノ基、Ｃ６～１０アリール基、又はＣ１～６アルキルスルホニル基を表す。Ｙは
Ｃ１～６アルキル基を表す。ｍはＷの個数を示し、０～５のいずれかの整数である。Ｚは
水素原子、アミノ基、又は式：－ＮＨＣ（＝Ｏ）－Ｑ（式中、Ｑは水素原子、Ｃ１～８ア
ルキル基、Ｃ１～６ハロアルキル基、Ｃ３～６シクロアルキル基、Ｃ１～８アルコキシ基
、Ｃ３～６シクロアルキルオキシ基、Ｃ７～２０アラルキルオキシ基、Ｃ１～４アルキル
チオＣ１～８アルキル基、Ｃ１～４アルコキシＣ１～２アルキル基、Ｃ１～４アシルアミ
ノＣ１～６アルキル基、Ｃ１～４アシルアミノＣ１～６アルコキシ基、Ｃ１～８アルキル
アミノ基、Ｃ２～６アルケニル基、アラルキル基若しくはフェニル基を表す。）で表され
る基を表す。Ｒはハロゲン原子を表す。ｎはＲの個数を示し、０～３のいずれかの整数で
ある。｝
【００１１】

【化４】

｛式（４）中、ＹはＯ又はＮＲ１（式中、Ｒ１は水素原子またはメチル基を表す。）で示
される基を表す。ＺはＣＲ２Ｒ３又はＮＲ２（式中、Ｒ２およびＲ３は独立して水素原子
またはメチル基を表す。）で示される基を表す。Ｒは水酸基、ハロゲン原子、Ｃ１～４ア
ルキル基、Ｃ１～４ハロアルキル基、Ｃ１～４アルコキシ基、又はＣ１～４ハロアルコキ
シ基を表す。ｍはＲの個数を示し、０～３のいずれかの整数である。Ｒ’およびＲ’’は
独立して水素原子、水酸基、ハロゲン原子、Ｃ１～４アルキル基、Ｃ１～４ハロアルキル
基、Ｃ１～４アルコキシ基、又はＣ１～４ハロアルコキシ基を表す。Ｒ’’’は水酸基、
ハロゲン原子、Ｃ１～４アルキル基、Ｃ１～４ハロアルキル基、Ｃ１～４アルコキシ基、
又はＣ１～４ハロアルコキシ基を表す。ｎはＲ’’’の個数を示し、０～４のいずれかの
整数である。また＝ＹおよびＲ’が一緒になって＝Ｎ－Ｏ－で示される基を表してもよく
、Ｒ’およびＲ’’が一緒になってＣ２～３アルキレン基を表してもよい。｝
〔２〕　前記ＳＢＩ剤が、トリフルミゾール、ジフェノコナゾールおよびテブコナゾール
からなる群から選ばれる１種以上であることを特徴とする〔１〕記載の農園芸用殺菌剤組
成物。
〔３〕　前記ベンゾイミダゾール系剤が、チオファネートメチルであることを特徴とする
〔１〕または〔２〕記載の農園芸用殺菌剤組成物。
〔４〕　前記酸アミド系殺菌剤が、メタラキシル、ベンチアバリカルブ－イソプロピル、
フルオピコリド、フルオピラム、ゾキサミド、フルトラニル、カルボキシン、チフルザミ
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ドおよびボスカリドからなる群から選ばれる１種以上であることを特徴とする〔１〕から
〔３〕のいずれか一項に記載の農園芸用殺菌剤組成物。
〔５〕　前記ジカルボキシイミド系殺菌剤が、イプロジオンであることを特徴とする〔１
〕から〔４〕のいずれか一項に記載の農園芸用殺菌剤組成物。
〔６〕　前記フェニルピロール系殺菌剤が、フルジオキソニルであることを特徴とする〔
１〕から〔５〕のいずれか一項に記載の農園芸用殺菌剤組成物。
〔７〕　前記有機（チオ）ホスフェート系剤が、式（５）で表される化合物からなる群か
ら選ばれる１種以上であることを特徴とする〔１〕から〔６〕のいずれか一項に記載の農
園芸用殺菌剤組成物。
【００１２】
【化５】

｛式（５）中、Ｒ１およびＲ２はメチル基またはエチル基を表す。Ａｒはフェニル基また
は６員複素芳香環基を表す。Ｒ３はハロゲン原子またはメチル基を表す。ｎはＲ３の個数
を示し、０～５のいずれかの整数である。｝
〔８〕　前記有機（チオ）ホスフェート系剤が、ホセチル、トルクロホスメチルおよびク
ロルピリホスからなる群から選ばれる１種以上であることを特徴とする〔１〕から〔７〕
のいずれか一項に記載の農園芸用殺菌剤組成物。
〔９〕　前記グアニジン系殺菌剤が、イミノクタジンであることを特徴とする〔１〕から
〔８〕のいずれか一項に記載の農園芸用殺菌剤組成物。
〔１０〕　前記ミトコンドリア電子伝達系複合体ＩＩ阻害剤が、アニライド系殺菌剤から
なる１種以上であることを特徴とする〔１〕から〔９〕のいずれか一項に記載の農園芸用
殺菌剤組成物。
〔１１〕　前記ミトコンドリア電子伝達系複合体ＩＩＩ阻害剤が、ＱｏＩ剤、ＱｉＩ剤お
よびアメトクトラジンからなる群から選ばれる１種以上であることを特徴とする〔１〕か
ら〔１０〕のいずれか一項に記載の農園芸用殺菌剤組成物。
〔１２〕　前記ＱｏＩ剤が、トリフロキシストロビン、アゾキシストロビン、クレソキシ
ムメチル、オリサストロビン、ファモキサドンおよびピリベンカルブからなる群から選ば
れる１種以上であることを特徴とする〔１１〕記載の農園芸用殺菌剤組成物。
〔１３〕　前記ＱｉＩ剤がシアゾファミドであることを特徴とする〔１１〕または〔１２
〕記載の農園芸用殺菌剤組成物。
〔１４〕　前記アニリノピリミジン系剤が、シプロジニルであることを特徴とする〔１〕
から〔１３〕のいずれか一項に記載の農園芸用殺菌剤組成物。
〔１５〕　前記ネオニコチノイド系剤が、式（６）で表される化合物からなる群から選ば
れる１種以上であることを特徴とする〔１〕から〔１４〕のいずれか一項に記載の農園芸
用殺菌剤組成物。
【００１３】
【化６】
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は水素原子またはメチル基を表す。Ｒ２２はメチル基、またはＲ３と一緒になって５～６
員環を形成する。）で示される基を表す。Ｒ１はシアノ基またはニトロ基を表す。Ｒ２は
無置換または置換基を有する５～６員複素環基を表す。Ｒ３は水素原子、メチル基、エチ
ル基、またはＲ２２と一緒になって５～６員環を形成する。｝
〔１６〕　前記ネオニコチノイド系剤が、アセタミプリド、イミダクロプリド、チアメト
キサム、クロチアニジンおよびジノテフランからなる群から選ばれる１種以上であること
を特徴とする〔１〕から〔１５〕のいずれか一項に記載の農園芸用殺菌剤組成物。
〔１７〕　前記ＳＨ阻害剤が、マンゼブ、チラム、クロロタロニル、キャプタン、フォル
ペットおよびフルアジナムからなる群から選ばれる１種以上であることを特徴とする〔１
〕から〔１６〕のいずれか一項に記載の農園芸用殺菌剤組成物。
〔１８〕　前記式（３）で示される化合物が、式（７）で示される化合物である、〔１〕
から〔１７〕のいずれか一項に記載の農園芸用殺菌剤組成物。
【００１４】

【化７】

〔１９〕　前記式（４）で示される化合物が、式（８）または式（９）で示される化合物
である、〔１〕から〔１８〕のいずれか一項に記載の農園芸用殺菌剤組成物。
【００１５】
【化８】

【００１６】
　特に、本発明は、以下のとおりのものである。
〔１－１〕　（Ｉ）下記式（Ｃ）で表される含窒素ヘテロ環化合物またはその塩からなる
薬剤Ｉと、
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【化９】

　（ＩＩ）メトミノストロビンまたはイソフェタミドからなる薬剤ＩＩとを含有する、農
園芸用殺菌剤組成物。
〔１－２〕　前記薬剤Ｉと前記薬剤ＩＩの重量比（薬剤Ｉ：薬剤ＩＩ）が、１：１０，０
００，０００から１０，０００，０００：１であることを特徴とする〔１－１〕に記載の
農園芸用殺菌剤組成物。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の農園芸用殺菌剤組成物は、ごく低薬量でも植物病害に対して優れた防除効果を
示し、かつ、有用植物に対する薬害の心配がないものである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の農園芸用殺菌剤組成物は、特定構造の含窒素ヘテロ環化合物及びその塩からな
る群から選ばれる少なくとも一種（以下、化合物Ａと表記することがある。）と、特定の
農薬活性化合物の群から選ばれる少なくとも一種（以下、化合物Ｂと表記することがある
。）とを含有する。本発明の農園芸用殺菌剤組成物は、化合物Ａのみの使用または化合物
Ｂのみの使用で得られる植物病害防除効果からは予測できない顕著な相乗的植物病害防除
効果を奏する。
【００１９】
（化合物Ａ）
　化合物Ａは、前記式（１）で示される含窒素へテロ環化合物、前記式（２）で示される
含窒素ヘテロ環化合物およびそれらの塩からなる群から選ばれる少なくとも一種である。
【００２０】
　式（１）または式（２）中のＸはそれぞれ独立してハロゲノ基またはＣ１～６アルキル
基を表す。ｎはＸの個数を示し、０～６のいずれかの整数である。
　Ｘにおける、Ｃ１～６アルキル基としては、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｉ
－プロピル基、ｎ－ブチル基、ｓ－ブチル基、ｉ－ブチル基、ｔ－ブチル基、ｎ－ペンチ
ル基、ｎ－ヘキシル基等が挙げられる。Ｃ１～６アルキル基は、一部または全部の水素原
子が、本発明の効果を阻害しない範囲で、他の基で置換されていてもよい。該置換基とし
ては、ハロゲノ基、水酸基などが挙げられる。
　Ｘにおける、ハロゲノ基としては、フルオロ基、クロロ基、ブロモ基、イオド基が挙げ
られる。
【００２１】
　式（１）または式（２）中のＸ’はハロゲノ基を表す。Ｘ’におけるハロゲノ基は、Ｘ
におけるそれと同じ意味である。
【００２２】
　式（１）中のＲ１、Ｒ２およびＲ３はそれぞれ独立してＣ１～６アルキル基または水酸
基を表す。Ｒ１、Ｒ２およびＲ３におけるＣ１～６アルキル基は、Ｘにおけるそれと同じ
意味である。
【００２３】
　式（２）中のＲ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７はそれぞれ独立して水素原子、Ｃ１～６アル
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キル基または水酸基を表す。Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７におけるＣ１～６アルキル基は
、Ｘにおけるそれと同じ意味である。
【００２４】
　式（１）または式（２）で表される含窒素ヘテロ環化合物の塩としては、農園芸学上許
容される塩であれば、特に制限されない。例えば、塩酸塩、硝酸塩、硫酸塩、リン酸塩等
の無機酸の塩；酢酸塩、乳酸塩、プロピオン酸塩、安息香酸塩等の有機酸の塩；等が挙げ
られる。
【００２５】
　本発明に用いる式（１）で表される含窒素ヘテロ環化合物は、公知物質であり、ＷＯ２
０１１／０８１１７４号パンフレットに記載された化合物等が具体例として挙げられる。
また、式（１）で表される含窒素ヘテロ環化合物及びその塩は、公知の手法によって製造
することができる。具体的な製造方法としては、ＷＯ２０１１／０８１１７４号パンフレ
ットに記載された方法などが挙げられる。
【００２６】
　本発明に用いる式（２）で表される含窒素ヘテロ環化合物は、公知物質であり、ＷＯ２
０１０／０１８６８６号パンフレットに記載された化合物等が具体例として挙げられる。
また、式（２）で表される含窒素ヘテロ環化合物及びその塩は、公知の手法によって製造
することができる。具体的な製造方法としては、ＷＯ２０１０／０１８６８６号パンフレ
ットに記載された方法などが挙げられる。
【００２７】
（化合物Ｂ）
　化合物Ｂは、
　ＳＢＩ剤、ベンゾイミダゾール系剤、酸アミド系殺菌剤、ジカルボキシイミド系殺菌剤
、フェニルピロール系殺菌剤、有機（チオ）ホスフェート系剤、グアニジン系殺菌剤、ミ
トコンドリア電子伝達系複合体ＩＩ阻害剤、ミトコンドリア電子伝達系複合体ＩＩＩ阻害
剤、アニリノピリミジン系剤、ネオニコチノイド系剤、ＳＨ阻害剤、シフルフェナミド、
シモキサニル、プロキナジッド、メトラフェノン、キノキシフェン、ジクロメジン、イソ
プロチオラン、ブピリメート、ヘキシチアゾクス、テブフェノジド、チオジカルブ、スピ
ノサド、エトフェンプロックス、フィプロニル、エチプロール、ピメトロジン、ブプロフ
ェジン、クロルフェナピル、式（１０）で示される化合物、式（１１）で示される化合物
、及びそれらの塩からなる群から選ばれる少なくとも一種の化合物である。
【００２８】
【化１０】

｛式（１０）中、ＷはＣ１～６アルキル基、Ｃ１～６アルコキシ基、ハロゲン原子、ニト
ロ基、シアノ基、Ｃ６～１０アリール基、又はＣ１～６アルキルスルホニル基を表す。Ｙ
はＣ１～６アルキル基を表す。ｍはＷの個数を示し、０～５のいずれかの整数である。Ｚ
は水素原子、アミノ基、又は式：－ＮＨＣ（＝Ｏ）－Ｑ（式中、Ｑは水素原子、Ｃ１～８
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アルキル基、Ｃ１～６ハロアルキル基、Ｃ３～６シクロアルキル基、Ｃ１～８アルコキシ
基、Ｃ３～６シクロアルキルオキシ基、Ｃ７～２０アラルキルオキシ基、Ｃ１～４アルキ
ルチオＣ１～８アルキル基、Ｃ１～４アルコキシＣ１～２アルキル基、Ｃ１～４アシルア
ミノＣ１～６アルキル基、Ｃ１～４アシルアミノＣ１～６アルコキシ基、Ｃ１～８アルキ
ルアミノ基、Ｃ２～６アルケニル基、アラルキル基若しくはフェニル基を表す。）で示さ
れる基を表す。Ｒはハロゲン原子を表す。ｎはＲの個数を示し、０～３のいずれかの整数
である。｝
【００２９】
【化１１】

｛式（１１）中、ＹはＯ又はＮＲ１（式中、Ｒ１は水素原子またはメチル基を表す。）で
示される基を表す。ＺはＣＲ２Ｒ３又はＮＲ２（式中、Ｒ２およびＲ３は独立して水素原
子またはメチル基を表す。）で示される基を表す。Ｒは水酸基、ハロゲン原子、Ｃ１～４
アルキル基、Ｃ１～４ハロアルキル基、Ｃ１～４アルコキシ基、又はＣ１～４ハロアルコ
キシ基を表す。ｍはＲの個数を示し、０～３のいずれかの整数である。Ｒ’およびＲ’’
は独立して水素原子、水酸基、ハロゲン原子、Ｃ１～４アルキル基、Ｃ１～４ハロアルキ
ル基、Ｃ１～４アルコキシ基、又はＣ１～４ハロアルコキシ基を表す。Ｒ’’’は水酸基
、ハロゲン原子、Ｃ１～４アルキル基、Ｃ１～４ハロアルキル基、Ｃ１～４アルコキシ基
、又はＣ１～４ハロアルコキシ基を表す。ｎはＲ’’’の個数を示し、０～４のいずれか
の整数である。また＝ＹおよびＲ’が一緒になって＝Ｎ－Ｏ－で示される基を表してもよ
く、Ｒ’およびＲ’’が一緒になってＣ２～３アルキレン基を表してもよい。｝
　式（１１）で示される化合物は、式（１２）で示される化合物であることが好ましい。
【００３０】

【化１２】

｛式（１２）中、Ｙ、Ｚ、Ｒ’、Ｒ’’、Ｒ’’’およびｎは式（１１）に記載されたＹ
、Ｚ、Ｒ’、Ｒ’’、Ｒ’’’およびｎと同じ意味を表す。｝
　なお、化合物Ｂには、その光学活性化合物も含まれる。例えば、メタラキシルに対する
メタラキシルＭのごとくである。化合物Ｂは、公知物質を包含し、これらは公知の製造方
法によって又は業者からの購入によって入手することができる。
【００３１】
　本発明にいうＳＢＩ剤（ステロール生合成阻害剤）とは、エルゴステロール生合成を阻
害する化合物群をいう。好ましいＳＢＩ剤の例として、トリフルミゾール、ジフェノコナ
ゾール、テブコナゾール、ブロムコナゾール、シプロコナゾール、フェンブコナゾール、
フルシラゾール、フルトリアホル、ヘキサコナゾール、プロピコナゾール、テトラコナゾ
ール、トリアジメホン、トリアジメノール、トリフルミゾール、ビテルタノール、イミベ
ンコナゾール、ジニコナゾール、ジニコナゾール－Ｍ、エポキシコナゾール、フルキンコ
ナゾール、プロクロラズ、メトコナゾール、イプコナゾール、ミクロブタニル、ペンコナ
ゾール、フェナリモル、ペフラゾエート、ピリフェノックス、トリホリン、ジクロブトラ
ゾール、フルオトリマゾール、イマザリル、イマザリル・サルフェート、シメコナゾール
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、トリチコナゾール、エタコナゾール、ヌアリモル、アザコナゾール、フルコナゾール、
オキスポコナゾール、ブチオベート、プロチオコナゾール、ナフチフェン、ユニコナゾー
ルＰ、ビニコナゾール、ボリコナゾール、フェンプロピモルフ、フェンプロピジン、トリ
デモルフ、ドデモルフ、アルジモルフ、フェンプロピジン、ピペラリン、スピロキサミン
、フェンヘキサミド、ピリブチカルブおよびテルビナフィン等を例示することができる。
　ＳＢＩ剤に包含される代表的な化合物群としては、シトクロムＰ４５０の一種である１
４αデメチラーゼ（ＣＹＰ５１）に結合しステロールＣ１４位の脱メチル化を阻害するＤ
ＭＩ剤（デメチラーゼ阻害剤）がある。好ましいＤＭＩ剤の例として、トリフルミゾール
、ジフェノコナゾール、テブコナゾール、ブロムコナゾール、シプロコナゾール、フェン
ブコナゾール、フルシラゾール、フルトリアホル、ヘキサコナゾール、プロピコナゾール
、テトラコナゾール、トリアジメホン、トリアジメノール、トリフルミゾール、ビテルタ
ノール、イミベンコナゾール、ジニコナゾール、ジニコナゾール－Ｍ、エポキシコナゾー
ル、フルキンコナゾール、プロクロラズ、メトコナゾール、イプコナゾール、ミクロブタ
ニル、ペンコナゾール、フェナリモル、ペフラゾエート、ピリフェノックス、トリホリン
、ジクロブトラゾール、フルオトリマゾール、イマザリル、イマザリル・サルフェート、
シメコナゾール、トリチコナゾール、エタコナゾール、ヌアリモル、アザコナゾール、フ
ルコナゾール、オキスポコナゾール、ブチオベート、プロチオコナゾール、ナフチフェン
、ユニコナゾールＰ、ビニコナゾールおよびボリコナゾール等を例示することができる。
　これらのうちで特に好ましい化合物として、トリフルミゾール、ジフェノコナゾールお
よびテブコナゾールを例示することができる。
【００３２】
　本発明にいうベンゾイミダゾール系剤とは、ベンゾイミダゾール骨格を有し、微小管を
構成するチューブリンに結合して核分裂を阻害する化合物群、およびそれらの前駆体であ
りベンゾイミダゾール骨格を有する形に変化して同じ阻害効果を発揮する化合物群をいう
。好ましいベンゾイミダゾール系剤として、ベノミル、カルベンダジム、フベリダゾール
、クロルフェナゾールおよびチアベンダゾール等、および前駆体としてチオファネートお
よびチオファネートメチル等を例示することができる。
　このうちで特に好ましい化合物として、チオファネートメチルを例示することができる
。
【００３３】
　本発明にいう酸アミド系殺菌剤とは、カルボン酸アミド構造を特徴とし殺菌効果を有す
る化合物群である。好ましい酸アミド系殺菌剤の例として、フルオピラム、フルトラニル
、カルボキシン、オキシカルボキシン、チフルザミド、ボスカリド、ペンチオピラド、メ
プロニル、フラメトピル、イソフェタミド、ペンフルフェン、メタラキシル、ベンチアバ
リカルブ－イソプロピル、フルオピコリド、ゾキサミド、ペンシクロン、チアジニル、ザ
リラミド、ジメトモルフ、フルモルフ、イプロバリカルブ、マンジプロパミド、バリフェ
ナレート等を例示することができる。
　酸アミド系殺菌剤に包含される代表的な化合物群としては、アニライド系殺菌剤と呼ば
れる化合物群がある。これは一般に式（１３）の構造を有することを特徴とする。
【００３４】
【化１３】

｛式（１３）中、Ｃｙ１およびＣｙ２は独立して、無置換の若しくは置換基を有するフェ
ニル基、または無置換の若しくは置換基を有する５～６員複素環基を表し、Ｒは単結合、
メチレン基若しくはエチレン基を表す。｝
【００３５】
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　また、本発明にいうミトコンドリア電子伝達系複合体ＩＩ阻害剤とは、ミトコンドリア
の電子伝達系複合体ＩＩ（コハク酸脱水素酵素複合体）に結合し呼吸を阻害する性質を有
する化合物群である。
　ミトコンドリア電子伝達系複合体ＩＩ阻害剤に包含される代表的化合物群としては、上
記のアニライド系殺菌剤がある。
　好ましいアニライド系殺菌剤の例として、フルオピラム、フルトラニル、カルボキシン
、オキシカルボキシン、チフルザミド、ボスカリド、ペンチオピラド、メプロニル、フラ
メトピル、イソフェタミド、ペンフルフェン、ベノダニル、フェンフラン、ビキサフェン
、イソピラザム、フルキサピロキサドおよびセダキサン等を例示することができる。
　酸アミド系殺菌剤若しくはミトコンドリア電子伝達系複合体ＩＩ阻害剤として例示した
化合物群のうちで特に好ましい化合物として、フルオピラム、フルトラニル、カルボキシ
ン、チフルザミド、ボスカリド、メタラキシル、ベンチアバリカルブ－イソプロピル、フ
ルオピコリドおよびゾキサミドを例示することができる。
【００３６】
　本発明にいうジカルボキシイミド系殺菌剤とは、ジカルボキシイミド構造からなる５員
環を有する化合物群であり、菌類において浸透圧制御に係る情報伝達系タンパク質ＯＳ－
１を標的としている。好ましいジカルボキシイミド系殺菌剤の例として、イプロジオン、
プロシミドン、ビンクロゾリン、クロゾリネートおよびフルオルイミド等を例示すること
ができる。
　このうちで特に好ましい化合物として、イプロジオンを例示することができる。
【００３７】
　本発明にいうフェニルピロール系殺菌剤とは、３－フェニルピロール構造を有する化合
物群であり、菌類において浸透圧制御に係る情報伝達系タンパク質ＯＳ－２を標的として
いる。好ましいフェニルピロール系殺菌剤の例として、フルジオキソニルおよびフェンピ
クロニル等を例示することができる。
　このうちで特に好ましい化合物として、フルジオキソニルを例示することができる。
【００３８】
　本発明にいう有機（チオ）ホスフェート系剤とは、リン酸エステル構造またはチオリン
酸エステル構造を有する化合物群であり、有機（チオ）ホスフェート系殺菌剤と有機（チ
オ）ホスフェート系殺虫剤が含まれる。有機（チオ）ホスフェート系殺菌剤としては、Ｅ
ＤＤＰ、ＩＢＰ、トルクロホスメチル、ホセチルおよびピラゾホス等を例示することがで
きる。有機（チオ）ホスフェート系殺虫剤としては、ＤＤＶＰ、カズサホス、マラソン、
ジメトエート、バミドチオン、ホサロン、ピラクロホス、アジンホスメチル、アジンホス
エチル、ピラゾホス、フルピラゾホス、クロルピリホス、クロルピリホスメチル、クロル
ピリホスエチル、ダイアジノン、メチダチオン、クロルチオホス、フェニトロチオン、フ
ェンチオン、パラチオン、パラチオンメチル、アセフェート、アザメチホス、ブロモホス
エチル、ブロムフェンビンホス、ＢＲＰ、クロルフェンビンホス、カルボフェノチオン、
クロルエトキシホス、クロルメホス、クマホス、シアノフェンホス、シアノホス、ＣＹＡ
Ｐ、ジクロルボス、ジクロトホス、ジスルホトン、ジメトン－Ｓ－メチル、ジメチルビン
ホス、ジメトン－Ｓ－メチルスルホン、ジアリホス、ダイアジノン、ジクロフェンチオン
、ジオキサベンゾホス、ジスルホトン、エチオン、エトプロホス、エトリムホス、ＥＰＮ
、フェナミホス、フェンスルホチオン、ホノホス、ホルモチオン、ホスメチラン、ヘプテ
ノホス、イサゾホス、ヨードフェンホス、イソフェンホス、イソキサチオン、イプロベン
ホス、マラチオン、メビンホス、メタミドホス、モノクロトホス、メカルバム、メタクリ
ホス、ナレッド、オメトエート、オキシジメトン・メチル、パラオクソン、フェントエー
ト、ホスメット、ホスファミドン、ホレート、ホキシム、ピリミホスメチル、ピリミホス
・エチル、プロフェノホス、プロチオホス、ホスチアゼート、ホスホカルブ、プロパホス
、プロペタムホス、プロトエート、ピリダフェンチオン、キナルホス、サリチオン、スル
プロホス、スルホテップ、テトラクロルビンホス、テルブホス、トリアゾホス、トリクロ
ルホン、テブピリムホス、テメホス、チオメトン等を例示することができる。
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　このうちで好ましい化合物は、式（１４）で示される化合物である。
【００３９】
【化１４】

｛式（１４）中、Ｒ１およびＲ２はメチル基またはエチル基を表す。Ａｒはフェニル基ま
たは６員複素芳香環基を表す。Ｒ３はハロゲン原子またはメチル基を表す。ｎはＲ３の個
数を示し、０～５のいずれかの整数である。｝
【００４０】
　有機（チオ）ホスフェート系剤のうちさらに好ましい化合物として、ホセチル、トルク
ロホスメチルおよびクロルピリホスを例示することができる。
【００４１】
　本発明にいうグアニジン系殺菌剤とは、グアニジン部分構造を有する化合物群をいう。
好ましいグアニジン系殺菌剤としては、イミノクタジン酢酸塩、イミノクタジンアルベシ
ル酸塩、ドジンおよびグアザチン等を例示することができる。
【００４２】
　本発明にいうミトコンドリア電子伝達系複合体ＩＩＩ阻害剤とは、ミトコンドリア電子
伝達系の複合体ＩＩＩ（ｂｃ１複合体）に結合して呼吸を阻害する性質を有する化合物群
をいい、殺菌剤、殺ダニ剤等の用途に使用される。これらは複合体ＩＩＩにおける結合部
位により、Ｑｏ部位阻害剤（ＱｏＩ剤）、Ｑｉ部位阻害剤（ＱｉＩ剤）、およびその他の
化合物に分けられる。
　ＱｏＩ剤の代表的な化合物群としてはストロビルリン系剤が挙げられ、その他にファモ
キサドン、ピリベンカルブ等が挙げられる。ＱｉＩ剤としてはシアゾファミド、アミスル
ブロム、フェンアミドン、フルメシクロックス等が挙げられ、シアゾファミドが特に好ま
しい。その他の化合物としてはアメトクトラジン、テブフロキン等が挙げられ、アメトク
トラジンが特に好ましい。
【００４３】
　ストロビルリン系剤とは、３－メトキシアクリル酸エステル（メトキシアクリレート系
）、Ｎ－メトキシカルバミン酸エステル（メトキシカルバメート系）、メトキシイミノ酢
酸エステル（メトキシイミノアセテート系）、２－メトキシイミノアセトアミド（メトキ
シイミノアセトアミド系）等の部分構造を有し、呼吸鎖複合体ＩＩＩのＱｏ部位に結合し
呼吸を阻害する化合物群をいう。ストロビルリン系剤としては、メトキシアクリレート系
のアゾキシストロビン、ピコキシストロビン、ピラオキシストロビン、エネストロブリン
、フェノキシストロビン；メトキシカルバメート系のピラクロストロビン、ピラメトスト
ロビン、トリクロピリカルブ；メトキシイミノアセテート系のクレソキシムメチル、トリ
フロキシストロビン；メトキシイミノアセトアミド系のオリサストロビン、メトミノスト
ロビン、メトミノフェン、ジモキシストロビン；その他にフルオキサストロビン等を例示
することができる。
　ストロビルリン系剤として好ましい化合物は、式（１５）で表される化合物である。
【００４４】
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【化１５】

｛式（１５）中、ＡはＣＨまたはＮを表す。ＢはＯまたはＮＨを表す。Ａｒ－Ｒ－はＡｒ
－Ｏ－、Ａｒ－ＣＨ２－、Ａｒ－ＣＨ２Ｏ－、Ａｒ－ＯＣＨ２－、Ａｒ－Ｃ（ＣＨ３）＝
ＮＯＣＨ２－のいずれかで示される基を表し、Ａｒは無置換若しくは置換基を有するフェ
ニル基または無置換若しくは置換基を有する６員複素芳香環基を表す。｝
【００４５】
　ストロビルリン系剤のうちさらに好ましい化合物として、トリフロキシストロビン、ク
レソキシムメチル、アゾキシストロビンおよびオリサストロビンを例示することができる
。
【００４６】
　本発明にいうアニリノピリミジン系剤とは、２－フェニルアミノピリミジン骨格を有し
、メチオニン生合成阻害および細胞壁分解酵素の分泌阻害作用を有するとされている殺菌
剤である。好ましいアニリノピリミジン系剤の例として、アンドプリム、シプロジニル、
メパニピリムおよびピリメタニルなどを例示することができる。このうちで特にシプロジ
ニルが好ましい。
【００４７】
　本発明にいうネオニコチノイド系剤とは、ニコチン性アセチルコリン受容体の遮断剤と
して機能する殺虫剤である。ネオニコチノイド系剤としては、アセタミプリド、イミダク
ロプリド、チアメトキサム、クロチアニジン、ジノテフラン、ニテンピラムおよびチアク
ロプリドなどを例示することができる。ネオニコチノイド系剤として好ましい化合物は、
式（１６）で表される化合物である。
【００４８】

【化１６】

｛式（１６）中、ＡはＮまたはＣＨを表す。Ｂはメチル基または－ＮＲ２１Ｒ２２（Ｒ２

１は水素原子またはメチル基を表す。Ｒ２２はメチル基、またはＲ３と一緒になって５～
６員環を形成する。）で示される基を表す。Ｒ１はシアノ基またはニトロ基を表す。Ｒ２

は無置換または置換基を有する５～６員複素環基を表す。Ｒ３は水素原子、メチル基、エ
チル基、またはＲ２２と一緒になって５～６員環を形成する。｝
【００４９】
　このうちで特に好ましい化合物として、アセタミプリド、イミダクロプリド、チアメト
キサム、クロチアニジンおよびジノテフランを例示することができる。
【００５０】
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　本発明にいうＳＨ阻害剤とは、ＳＨ基を有する呼吸系の酵素を主に阻害し、胞子発芽阻
害活性を有し治療活性がないことを特徴とする保護殺菌剤をいう。好ましいＳＨ阻害剤の
例として、無機銅、有機銅、ジネブ、マンネブ、マンゼブ、ジラム、ポリカーバメート、
チラム、クロロタロニル、フルアジナム、キャプタン、キャプタフォル、フォルペット、
臭化メチル、ダゾメット、ピリジニトリル、アニラジン、ジクロフルアニド、ジクロン、
フルオロイミドおよびジチアノン等を例示することができる。
　このうちで特に好ましい化合物として、マンゼブ、チラム、クロロタロニル、フルアジ
ナム、キャプタンおよびフォルペットを例示することができる。
【００５１】
　前記式（１０）で示される化合物は特に限定されないが、式（１７）で示される化合物
であることが特に好ましい。
【００５２】
【化１７】

【００５３】
　前記式（１２）で示される化合物は特に限定されないが、式（１８）または式（１９）
で示される化合物であることが特に好ましい。
【００５４】
【化１８】

【００５５】
【化１９】

【００５６】
　なお、以上の記載における「無置換の」および「置換基を有する」の意味は、以下の通
りである。
　「無置換の」の用語は、母核となる基のみであることを意味する。「置換基を有する」
との記載がなく母核となる基の名称のみで記載しているときは、別段の断りがない限り「
無置換の」意味である。
　一方、「置換基を有する」の用語は、母核となる基のいずれかの水素原子が、母核と同
種または異種の構造の基で置換されていることを意味する。従って、「置換基」は、母核
となる基に結合した他の基である。置換基は１つであってもよいし、２つ以上であっても
よい。２つ以上の置換基は同一であってもよいし、異なるものであってもよい。
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　「Ｃ１－６」などの用語は、母核となる基の炭素原子数が１～６個などであることを表
している。この炭素原子数には、置換基の中に在る炭素原子の数を含まない。例えば、置
換基としてエトキシ基を有するブチル基は、Ｃ２アルコキシＣ４アルキル基に分類する。
【００５７】
　「置換基」は化学的に許容され、本発明の効果を有する限りにおいて特に制限されない
。
　「置換基」となり得る基としては、　フルオロ基、クロロ基、ブロモ基、イオド基など
のハロゲノ基；　メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｉ－プロピル基、ｎ－ブチル基
、ｓ－ブチル基、ｉ－ブチル基、ｔ－ブチル基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基などの
Ｃ１－６アルキル基；　シクロプロピル基、シクロブチル基、シクロペンチル基、シクロ
ヘキシル基などのＣ３－６シクロアルキル基；　ビニル基、１－プロペニル基、２－プロ
ペニル基、１－ブテニル基、２－ブテニル基、３－ブテニル基、１－メチル－２－プロペ
ニル基、２－メチル－２－プロペニル基、１－ペンテニル基、２－ペンテニル基、３－ペ
ンテニル基、４－ペンテニル基、１－メチル－２－ブテニル基、２－メチル－２－ブテニ
ル基、１－ヘキセニル基、２－ヘキセニル基、３－ヘキセニル基、４－ヘキセニル基、５
－ヘキセニル基などのＣ２－６アルケニル基；　２－シクロプロペニル基、２－シクロペ
ンテニル基、３－シクロヘキセニル基などのＣ３－６シクロアルケニル基；　エチニル基
、１－プロピニル基、２－プロピニル基、１－ブチニル基、２－ブチニル基、３－ブチニ
ル基、１－メチル－２－プロピニル基、２－メチル－３－ブチニル基、１－ペンチニル基
、２－ペンチニル基、３－ペンチニル基、４－ペンチニル基、１－メチル－２－ブチニル
基、２－メチル－３－ペンチニル基、１－ヘキシニル基、１，１－ジメチル－２－ブチニ
ル基などのＣ２－６アルキニル基；
【００５８】
　メトキシ基、エトキシ基、ｎ－プロポキシ基、ｉ－プロポキシ基、ｎ－ブトキシ基、ｓ
－ブトキシ基、ｉ－ブトキシ基、ｔ－ブトキシ基などのＣ１－６アルコキシ基；　ビニル
オキシ基、アリルオキシ基、プロペニルオキシ基、ブテニルオキシ基などのＣ２－６アル
ケニルオキシ基；　エチニルオキシ基、プロパルギルオキシ基などのＣ２－６アルキニル
オキシ基；　フェニル基、ナフチル基などのＣ６－１０アリール基；　フェノキシ基、１
－ナフトキシ基などのＣ６－１０アリールオキシ基；　ベンジル基、フェネチル基などの
Ｃ７－１１アラルキル基；　ベンジルオキシ基、フェネチルオキシ基などのＣ７－１１ア
ラルキルオキシ基；　ホルミル基、アセチル基、プロピオニル基、ベンゾイル基、シクロ
ヘキシルカルボニル基などのＣ１－７アシル基；　ホルミルオキシ基、アセチルオキシ基
、プロピオニルオキシ基、ベンゾイルオキシ基、シクロヘキシルカルボニルオキシ基など
のＣ１－７アシルオキシ基；　メトキシカルボニル基、エトキシカルボニル基、ｎ－プロ
ポキシカルボニル基、ｉ－プロポキシカルボニル基、ｎ－ブトキシカルボニル基、ｔ－ブ
トキシカルボニル基などのＣ１－６アルコキシカルボニル基；　カルボキシル基；
【００５９】
　水酸基；　オキソ基；　クロロメチル基、クロロエチル基、トリフルオロメチル基、１
，２－ジクロロ－ｎ－プロピル基、１－フルオロ－ｎ－ブチル基、パーフルオロ－ｎ－ペ
ンチル基などのＣ１－６ハロアルキル基；　２－クロロ－１－プロペニル基、２－フルオ
ロ－１－ブテニル基などのＣ２－６ハロアルケニル基；　４，４－ジクロロ－１－ブチニ
ル基、４－フルオロ－１－ペンチニル基、５－ブロモ－２－ペンチニル基などのＣ２－６
ハロアルキニル基；　２－クロロ－ｎ－プロポキシ基、２，３－ジクロロブトキシ基など
のＣ１－６ハロアルコキシ基；　２－クロロプロペニルオキシ基、３－ブロモブテニルオ
キシ基などのＣ２－６ハロアルケニルオキシ基；　４－クロロフェニル基、４－フルオロ
フェニル基、２，４－ジクロロフェニル基などのＣ６－１０ハロアリール基；　４－フル
オロフェニルオキシ基、４－クロロ－１－ナフトキシ基などのＣ６－１０ハロアリールオ
キシ基；　クロロアセチル基、トリフルオロアセチル基、トリクロロアセチル基、４－ク
ロロベンゾイル基などのＣ１－７ハロアシル基；
【００６０】
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　シアノ基；　イソシアノ基；　ニトロ基；　イソシアナト基；　シアナト基；　アジド
基；　アミノ基；　メチルアミノ基、ジメチルアミノ基、ジエチルアミノ基などのＣ１－
６アルキルアミノ基；　アニリノ基、ナフチルアミノ基などのＣ６－１０アリールアミノ
基；　ベンジルアミノ基、フェニルエチルアミノ基などのＣ７－１１アラルキルアミノ基
；　ホルミルアミノ基、アセチルアミノ基、プロパノイルアミノ基、ブチリルアミノ基、
ｉ－プロピルカルボニルアミノ基、ベンゾイルアミノ基などのＣ１－７アシルアミノ基；
　メトキシカルボニルアミノ基、エトキシカルボニルアミノ基、ｎ－プロポキシカルボニ
ルアミノ基、ｉ－プロポキシカルボニルアミノ基などのＣ１－６アルコキシカルボニルア
ミノ基；　カルバモイル基；　ジメチルカルバモイル基、フェニルカルバモイル基、Ｎ－
フェニル－Ｎ－メチルカルバモイル基などの置換カルバモイル基；　イミノメチル基、（
１－イミノ）エチル基、（１－イミノ）－ｎ－プロピル基などのイミノＣ１－６アルキル
基；　ヒドロキシイミノメチル基、（１－ヒドロキシイミノ）エチル基、（１－ヒドロキ
シイミノ）プロピル基などのヒドロキシイミノＣ１－６アルキル基；メトキシイミノメチ
ル基、（１－メトキシイミノ）エチル基などのＣ１－６アルコキシイミノＣ１－６アルキ
ル基；
【００６１】
　メルカプト基；　イソチオシアナト基；　チオシアナト基；　メチルチオ基、エチルチ
オ基、ｎ－プロピルチオ基、ｉ－プロピルチオ基、ｎ－ブチルチオ基、ｉ－ブチルチオ基
、ｓ－ブチルチオ基、ｔ－ブチルチオ基などのＣ１－６アルキルチオ基；　ビニルチオ基
、アリルチオ基などのＣ２－６アルケニルチオ基；　エチニルチオ基、プロパルギルチオ
基などのＣ２－６アルキニルチオ基；　フェニルチオ基、ナフチルチオ基などのＣ６－１
０アリールチオ基；　チアゾリルチオ基、ピリジルチオ基などのヘテロアリールチオ基；
　ベンジルチオ基、フェネチルチオ基などのＣ７－１１アラルキルチオ基；　（メチルチ
オ）カルボニル基、（エチルチオ）カルボニル基、（ｎ－プロピルチオ）カルボニル基、
（ｉ－プロピルチオ）カルボニル基、（ｎ－ブチルチオ）カルボニル基、（ｉ－ブチルチ
オ）カルボニル基、（ｓ－ブチルチオ）カルボニル基、（ｔ－ブチルチオ）カルボニル基
などの（Ｃ１－６アルキルチオ）カルボニル基；
【００６２】
　メチルスルフィニル基、エチルスルフィニル基、ｔ－ブチルスルフィニル基などのＣ１
－６アルキルスルフィニル基；　アリルスルフィニル基などのＣ２－６アルケニルスルフ
ィニル基；　プロパルギルスルフィニル基などのＣ２－６アルキニルスルフィニル基；　
フェニルスルフィニル基などのＣ６－１０アリールスルフィニル基；　チアゾリルスルフ
ィニル基、ピリジルスルフィニル基などのヘテロアリールスルフィニル基；　ベンジルス
ルフィニル基、フェネチルスルフィニル基などのＣ７－１１アラルキルスルフィニル基；
　メチルスルホニル基、エチルスルホニル基、ｔ－ブチルスルホニル基などのＣ１－６ア
ルキルスルホニル基；　アリルスルホニル基などのＣ２－６アルケニルスルホニル基；　
プロパルギルスルホニル基などのＣ２－６アルキニルスルホニル基；　フェニルスルホニ
ル基などのＣ６－１０アリールスルホニル基；　チアゾリルスルホニル基、ピリジルスル
ホニル基などのヘテロアリールスルホニル基；　ベンジルスルホニル基、フェネチルスル
ホニル基などのＣ７－１１アラルキルスルホニル基；
【００６３】
　ピロリル基、フリル基、チエニル基、イミダゾリル基、ピラゾリル基、オキサゾリル基
、イソオキサゾリル基、チアゾリル基、イソチアゾリル基、トリアゾリル基、オキサジア
ゾリル基、チアジアゾリル基、テトラゾリル基などの５員ヘテロアリール基；　ピリジル
基、ピラジニル基、ピリミジニル基、ピリダニジル基、トリアジニル基などの６員ヘテロ
アリール基；　アジリジニル基、エポキシ基、ピロリジニル基、テトラヒドロフラニル基
、ピペリジル基、ピペラジニル基、モルホリニル基などの飽和ヘテロ環基；　トリメチル
シリル基、トリエチルシリル基、ｔ－ブチルジメチルシリル基などのトリＣ１－６アルキ
ルシリル基；　トリフェニルシリル基；などが挙げられる。
【００６４】
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　また、これらの「置換基」はそれの中にさらに別の「置換基」を有するものであっても
よい。例えば、置換基としてのブチル基に、別の置換基としてエトキシ基を有するもの、
すなわち、エトキシブチル基のようなものであってもよい。
【００６５】
　本発明の農園芸用殺菌剤組成物において、化合物Ａと化合物Ｂとの重量比は、（化合物
Ａ）：（化合物Ｂ）で、通常、１：１０，０００，０００～１０，０００，０００：１、
好ましくは１：１，０００，０００～１，０００，０００：１、より好ましくは１：１０
０，０００～１００，０００：１、特に好ましくは１：１０，０００～１０，０００：１
である。
【００６６】
　本発明の農園芸用殺菌剤組成物は、前記の化合物Ａおよび化合物Ｂ以外に、公知の、殺
虫剤、殺ダニ剤、除草剤、植物成長調整剤等を混合して使用することにより、省力化など
の効果をもたらすことができる場合がある。
【００６７】
　本発明の殺菌剤組成物の製造方法としては、例えば、（ａ）化合物Ａと、化合物Ｂとを
、それぞれ別々に製剤化し、これら製剤を混合することを含む方法、（ｂ）化合物Ａを製
剤化し、該製剤に化合物Ｂを混合することを含む方法、（ｃ）化合物Ｂを製剤化し、該製
剤に化合物Ａを混合することを含む方法、（ｄ）化合物Ａと化合物Ｂとを混合し、必要に
応じて該混合物を製剤化することを含む方法などがある。
【００６８】
　本発明の殺菌剤組成物には、本発明の効果に影響を与えない範囲において、肥料、固体
担体、増粘剤、界面活性剤、展着剤、添加剤、溶剤などが含まれていてもよい。
【００６９】
　肥料としては、堆肥、油粕、魚粉、牛糞、鶏糞等あるいはこれらを加工してなる有機資
材；硫酸アンモニウム、硝酸アンモニウム、硝酸石灰、尿素等の窒素肥料；過リン酸石灰
、リン酸第一アンモニウム、熔成リン肥等のリン酸肥料；塩化カリウム、硫酸カリウム、
硝酸カリウム等のカリ肥料；苦土石灰等の苦土肥料；消石灰等の石灰肥料；ケイ酸カリウ
ム等のケイ酸肥料；ホウ酸塩等のホウ素肥料；各種無機肥料を含有してなる化成肥料；等
が挙げられる。
　固体担体としては、大豆粒、小麦粉などの植物性粉末；二酸化ケイ素、珪藻土、燐灰石
、石こう、タルク、ベントナイト、パイロフィライト、クレー、目土などの鉱物性微粉末
等が挙げられる。
【００７０】
　添加剤としては、安息香酸ソーダ、尿素、芒硝などの有機および無機化合物など；ナタ
ネ油、大豆油、ヒマワリ油、ヒマシ油、マツ（ｐｉｎｅ）油、綿実油、並びにこれらの油
の誘導体や、これらの油濃縮物などが挙げられる。
　溶剤としては、ケロシン、キシレン；ソルベントナフサなどの石油留分；シクロヘキサ
ン、シクロヘキサノン、ジメチルホルムアミド、ジメチルスルホキシド、アルコール、ア
セトン、メチルイソブチルケトン、鉱物油、植物油、水などが挙げられる。
【００７１】
　界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレンが付加したアルキルフェニルエーテ
ル、ポリオキシエチレンが付加したアルキルエーテル、ポリオキシエチレンが付加した高
級脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンが付加したソルビタン高級脂肪酸エステル、ポリ
オキシエチレンが付加したトリスチリルフェニルエーテルなどの非イオン性界面活性剤、
ポリオキシエチレンが付加したアルキルフェニルエーテルの硫酸エステル塩、アルキルベ
ンゼンスルホン酸塩、高級アルコールの硫酸エステル塩、アルキルナフタレンスルホン酸
塩、ポリカルボン酸塩、リグニンスルホン酸塩、アルキルナフタレンスルホン酸塩のホル
ムアルデヒド縮合物、イソブチレン－無水マレイン酸共重合体などを挙げることができる
。
【００７２】
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　本発明の農園芸用殺菌剤組成物には、本発明の効果を低下させない限りにおいて、さら
に他の殺菌剤や殺虫・殺ダニ剤、共力剤の１種または２種以上を混合することもできる。
　混合して使用できる他の殺菌剤、殺虫剤、殺ダニ剤、植物生長調節剤の代表例を以下に
示す。
【００７３】
殺菌剤：
　フェニルアミド系：ベナラキシル、ベナラキシル－Ｍ、クロジラコン、フララキシル、
オキサジキシル、オフラセ；
　ヒドロキシ－（２－アミノ）　ピリミジン系：ジメチリモル、エチリモル；
　Ｎ－フェニルカーバメート系：ジエトフェンカルブ；
　ＡＨ殺菌剤　（芳香族炭化水素）系：ビフェニル、クロロネブ、ジクロラン、キントゼ
ン、テクナゼン；
　ＭＢＩ－Ｒ系：フサライド、ピロキロン、トリシクラゾール；
　ＭＢＩ－Ｄ系：カルプロパミド、ジクロシメット、フェノキサニル；
　エノピランウロン系：ブラストサイジン、ミルディオマイシン；
　へキソピラノシル系：カスガマイシン、カスガマイシン塩酸塩；
　グルコピラノシル系：ストレプトマイシン、バリダマイシン、バリダマイシンＡ；
　カーバメート系：ヨードカルブ、プロパモカルブ、プロチオカルブ、ポリカーバメート
；
　脱共役剤：ビナパクリル、ジノカップ、フェリムゾン、メプチルジノカップ；
　有機スズ化合物：酢酸トリフェニルスズ、塩化トリフェニルスズ、水酸化トリフェニル
スズ；
　リン酸エステル：亜リン酸；
　フタルアミド酸系：テクロフタラム；
　ベンゾトリアジン系：トリアゾキシド；
　ベンゼンスルフォナミド系：フルスルファミド；
　テトラサイクリン：オキシテトラサイクリン；
　チオカーバメート系：メタスルホカルブ；
　抵抗性誘導剤：アシベンゾラルＳメチル、プロベナゾール、チアジニル、イソチアニル
；
　その他の化合物：エトリジアゾール、ポリオキシン、ポリオクソリム、オキソリニック
酸、ヒドロキシイソキサゾール、オクチリノン、シルチオファム、ジフルメトリム、エタ
ボキサム、メトラフェノン、ファーバム、メチラム、プロピネブ、ジネブ、ジラム、ジチ
アノン、クロロピクリン、ダゾメット、キノメチオネート、シプロフラム、アグロバクテ
リウム、フルオルイミド；イソフェタミド、トルプロカルブ、フェンピラザミン、ピリオ
フェノン、テブフロキン；プロパミジン、エジフェンホス；ベンチアゾール、ベトキサジ
ン、カプサイシン、カルボン、クフラネブ、シプロスルファミド、デバカルブ、ジクロロ
フェン、ジフェンゾクワット、ジフェンゾクワット・メチルスルホネート、ジフェニルア
ミン、フルメトベル、フルオロイミド、フルチアニル、イルママイシン、メチルイソチオ
シアネート（ＭＩＴＣ）、ミルデオマイシン、ナタマイシン、ニトロタールイソプロピル
、オキサモカルブ、オキシフェンチイン、プロパモカルブ・ホセチレート、プロパモシン
・ナトリウム、ピリモルフ、ピロールニトリン、トルニファニド、トリクラミド；
【００７４】
殺虫・殺ダニ剤、殺線虫剤、殺土壌害虫剤、駆虫剤：
　カルバメート系：アラニカルブ、アルジカルブ、ベンダイオカルブ、ベンフラカルブ、
カルバリル、カルボフラン、カルボスルファン、フェノキシカルブ、フェノチオカルブ、
メチオカルブ、メソミル、オキサミル、ピリミカーブ、プロポキスル、チオジカルブ、ト
リアザメート、エチオフェンカルブ、フェノブカルブ、ＭＩＰＣ、ＭＰＭＣ、ＭＴＭＣ、
フラチオカルブ、ＸＭＣ、アルドキシカルブ、アリキシカルブ、アミノカルブ、ブフェン
カルブ、ブタカルブ、ブトカルボキシム、ブトキシカルボキシム、クロエトカルブ、ジメ
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チラン、ホルメタネート、イソプロカルブ、メタム・ナトリウム、メトルカルブ、プロメ
カルブ、チオファノックス、トリメタカルブ、キシリルカルブ；
　ピレトロイド系：アレトリン、ビフェントリン、シフルトリン、ベータ・シフルトリン
、シハロトリン、ラムダ・シハロトリン、シフェノトリン、シペルメトリン、アルファ・
シペルメトリン、ベータ・シペルメトリン、ゼタ・シペルメトリン、デルタメトリン、エ
スフェンバレレート、フェンプロパトリン、フェンバレレート、イミプロトリン、ペルメ
トリン、プラレトリン、ピレトリン、ピレトリンＩ、ピレトリンＩＩ、レスメトリン、シ
ラフルオフェン、フルバリネート、テフルトリン、テトラメトリン、トラロメトリン、ト
ランスフルトリン、プロフルトリン、ジメフルトリン、アクリナトリン、シクロプロトリ
ン、ハルフェンプロックス、フルシトリネート、ビオアレスリン、ビオエタノメトリン、
ビオペルメトリン、ビオレスメトリン、トランスペルメトリン、エンペントリン、フェン
フルトリン、フェンピリトリン、フルブロシトリネート、フルフェンプロックス、フルメ
トリン、メトフルトリン、フェノトリン、プロトリフェンブト、ピレスメトリン、テラレ
トリン；
　成長調節物質：
（ａ）キチン合成阻害剤：クロルフルアズロン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン
、フルフェノクスロン、ヘキサフルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、テフルベンズロ
ン、トリフルムロン、ビストリフルロン、ノビフルムロン、エトキサゾール、クロフェン
テジン、フルアズロン、ペンフルロン；
（ｂ）エクジソンアンタゴニスト：ハロフェノジド、メトキシフェノジド、クロマフェノ
ジド、アザジラクチン；
（ｃ）幼若ホルモン様物質：　ピリプロキシフェン、メトプレン、ジオフェノラン、エポ
フェノナン、ハイドロプレン、キノプレン、トリプレン；
（ｄ）脂質生合成阻害剤：スピロジクロフェン、スピロメシフェン、スピロテトラマト、
フロニカミド；
　ニコチン受容体アゴニスト／アンタゴニスト化合物：ニコチン、ベンスルタップ、カル
タップ、フルピラジフロン；
　ＧＡＢＡアンタゴニスト化合物：
（ａ）アセトプロール、バニリプロール、ピラフルプロール、ピリプロール；
（ｂ）有機塩素系：カンフェクロル、クロルデン、エンドスルファン、ＨＣＨ、γ－ＨＣ
Ｈ、ヘプタクロル、メトキシクロル；
　大環状ラクトン殺虫剤：アバメクチン、エマメクチン安息香酸塩、ミルベメクチン、レ
ピメクチン、イベルメクチン、セラメクチン、ドラメクチン、エピノメクチン、モキシデ
クチン、ミルベマイシン、ミルベマイシンオキシム；
　ＭＥＴＩ　Ｉ化合物：フェナザキン、ピリダベン、テブフェンピラド、トルフェンピラ
ド、フルフェネリム、ヒドラメチルノン、フェンピロキシメート、ピリミジフェン、ジコ
ホル；
　ＭＥＴＩ　ＩＩおよびＩＩＩ化合物：アセキノシル、フルアクリピリム、ロテノン；　
脱共役剤化合物：ビナパクリル、ジノブトン、ジノカップ、ＤＮＯＣ；
　酸化的リン酸化阻害剤化合物：シヘキサチン、ジアフェンチウロン、フェンブタチン・
オキシド、プロパルギット、アゾシクロチン；
　脱皮かく乱化合物：シロマジン；
　混合機能オキシダーゼ阻害剤化合物：ピペロニルブトキシド；
　ナトリウムチャネル遮断剤化合物：インドキサカルブ、メタフルミゾン；
　微生物農薬：ＢＴ剤、昆虫病原ウイルス剤、昆虫病原糸状菌剤、線虫病原糸状菌剤；バ
チルス属種、白きょう病菌、黒きょう病菌、ペキロマイセス属種、チューリンギエンシン
、バーティシリウム属種；
　ラトロフィリン受容体作用薬：デプシペプチド、環状デプシペプチド、２４員環状デプ
シペプチド、エモデプシド；
　オクトパミン性作用薬：アミトラズ；



(20) JP 6458855 B2 2019.1.30

10

20

30

40

50

　リアノジン受容体作用薬：フルベンジアミド、クロラントラニリプロール、シアントラ
リニプロール
　マグネシウム刺激性ＡＴＰアーゼの阻害薬：チオシクラム、チオスルタップ、ネライス
トキシン；
　ダニ成長阻害薬：クロフェンテジン、エトキサゾール；
　その他の化合物：ベンクロチアズ、ビフェナゼート、ピリダリル、硫黄、シエノピラフ
ェン、シフルメトフェン、アミドフルメット、テトラジホン、クロルジメホルム、１，３
－ジクロロプロペン、ＤＣＩＰ、フェニソブロモレート、ベンゾメート、メタアルデヒド
、スピネトラム、ピリフルキナゾン、ベンゾキシメート、ブロモプロピレート、キノメチ
オネート、クロルベンジレート、クロルピクリン、クロチアゾベン、ジシクラニル、フェ
ノキサクリム、フェントリファニル、フルベンジミン、フルフェンジン、ゴシップルア、
ジャポニルア、メトキサジアゾン、石油、オレイン酸カリウム、スルフルラミド、テトラ
スル、トリアラセン；アフィドピロペン（ａｆｉｄｏｐｙｒｏｐｅｎ）、ピフルブミド（
ｐｙｆｌｕｂｕｍｉｄｅ）、フロメトキン、フルフィプロル（ｆｌｕｆｉｐｒｏｌｅ）、
フルエンスルフォン、メペルフルスリン、テトラメチルフルスリン、スルホキサフロール
、イミシアホス、トラロピリル、ジフロビダジン、ジメフルスリン、メチルネオデカンア
ミド；
　駆虫剤：
（ａ）ベンズイミダゾール系：フェンベンダゾール、アルベンダゾール、トリクラベンダ
ゾール、オキシベンダゾール；
（ｂ）サリチルアニリド系：クロサンテル、オキシクロザニド；
（ｃ）置換フェノール系：ニトロキシニル；
（ｄ）ピリミジン系：ピランテル；
（ｅ）イミダゾチアゾール系：レバミソール；
（ｆ）テトラヒドロピリミジン：プラジカンテル；
（ｇ）その他の駆虫薬：シクロジエン、リアニア、クロルスロン、メトロニダゾール、デ
ミジトラズ；
【００７５】
植物生長調節剤：
　アブシジン酸、インドール酪酸、ウニコナゾール、エチクロゼート、エテホン、クロキ
シホナック、クロルメコート、クロレラ抽出液、過酸化カルシウム、シアナミド、ジクロ
ルプロップ、ジベレリン、ダミノジッド、デシルアルコール、トリネキサパックエチル、
メピコートクロリド、パクロブトラゾール、パラフィンワックス、ピペロニルブトキシド
、ピラフルフェンエチル、フルルプリミドール、プロヒドロジャスモン、プロヘキサジオ
ンカルシウム塩、ベンジルアミノプリン、ペンディメタリン、ホルクロルフェニュロン、
マレイン酸ヒドラジドカリウム、１－ナフチルアセトアミド、４－ＣＰＡ、ＭＣＰＢ、コ
リン、硫酸オキシキノリン、エチクロゼート、ブトルアリン、１－メチルシクロプロペン
、アビグリシン塩酸塩。
【００７６】
　化合物Ａ、化合物Ｂまたはそれら混合物の製剤化によって得られる剤形は、特に制限さ
れず、通常の農園芸用農薬のとり得る形態、例えば、粉剤、水和剤、水溶剤、乳剤、フロ
アブル剤、顆粒剤、粒剤等の形態を採用することができる。
【００７７】
　製剤化された本発明の殺菌剤組成物における有効成分濃度（化合物Ａと化合物Ｂの合計
濃度）は、特に限定されず、前述した製剤の形態により種々の濃度を採りうる。例えば、
水和剤に於いては、通常５～９０重量％、好ましくは１０～８５重量％；乳剤に於いては
、通常３～７０重量％、好ましくは５～６０重量％；粒剤に於いては、通常０．０１～５
０重量％、好ましくは０．０５～４０重量％とすることができる。
【００７８】
　製剤化された本発明の殺菌剤組成物は、そのまま、若しくは水で所定の濃度に希釈して
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、溶解液、懸濁液あるいは乳濁液として、植物に散布したり、土壌に潅注、混和または散
布したりすることによって使用される。本発明の殺菌剤組成物を圃場に適用するに当たっ
ては、通常、１ヘクタール当たり有効成分（化合物Ａと化合物Ｂとの合計量で）０．１ｇ
以上の適当量が施用される。
【００７９】
　本発明の殺菌剤組成物の処理の対象となる有用な植物としては、穀物類、野菜類、根菜
類、イモ類、樹木類、牧草類、芝類などが挙げられる。ここにおいては、これら植物類の
各部位を対象として処理することもできる。植物類の各部位としては、葉、茎、柄、花、
蕾、果実、種子、スプラウト、根、塊茎、塊根、苗条、挿し木などが挙げられる。また、
これら植物類の改良品種・変種、栽培品種、さらには突然変異体、ハイブリッド体、遺伝
子組み換え体（ＧＭＯ）を対象として処理することもできる。
　以下に有用な植物類の一例を挙げる。
（1）アオイ科（Ｍａｌｖａｃｅａｅ）の植物、例えば、オクラ（Ａｂｅｌｍｏｓｃｈｕ
ｓ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｓ）、ワタ（Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ　ｈｉｒｓｕｔｕｍ）；
（2）アオギリ科（Ｓｔｅｒｃｕｌｉａｃｅａｅ）の植物、例えば、カカオ（Ｔｈｅｏｂ
ｒｏｍａ　ｃａｃａｏ）；
（3）アカザ科（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉａｃｅａｅ）の植物、例えば、テンサイ（Ｂｅｔａ
　ｖｕｌｇａｒｉｓ）、フダンソウ（スイスチャード）（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ　
ｖａｒ．　ｃｉｃｌａ　Ｌ．）、ホウレンソウ（Ｓｐｉｎａｃｉａ　ｏｌｅｒａｃｅａ）
；
（4）アカネ科（Ｒｕｂｉａｃｅａｅ）の植物、例えば、コーヒー（Ｃｏｆｆｅａ　ｓｐ
ｐ）；
（5）アサ科（Ｃａｎｎａｂａｃｅａｅ）の植物、例えば、ホップ（Ｈｕｍｕｌｕｓ　ｌ
ｕｐｕｌｕｓ）
（6）アブラナ科（Ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ）の植物、例えば、コマツナ（Ｂｒａｓｓｉｃ
ａ　ｃｅｍｐｅｓｔｒｉｓ）、セイヨウカラシナ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｊｕｎｃｅａ）、
タカナ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｊｕｎｃｅａ　ｖａｒ．　ｉｎｔｅｇｒｉｆｏｌｉａ）、セ
イヨウアブラナ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ）、カリフラワー（Ｂｒａｓｓｉｃａ　
ｏｌｅｒａｃｅａ　ｖａｒ．　ｂｏｔｒｙｔｉｓ）、キャベツ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｏｌ
ｅｒａｃｅａ　ｖａｒ．　ｃａｐｉｔａｔａ）、ブロッコリー（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｏｌ
ｅｒａｃｅａ　ｖａｒ．　ｉｔａｌｉｃａ）、ハクサイ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｒａｐａ）
、チンゲンサイ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｒａｐａ　ｖａｒ．　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ）、カブ
（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｒａｐａ　ｖａｒ．　ｇｌａｂｒａ）、ノザワナ（Ｂｒａｓｓｉｃ
ａ　ｒａｐａ　ｖａｒ．　ｈａｋａｂｕｒａ）、ミズナ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｒａｐａ　
ｖａｒ．　ｌａｎｃｉｎｉｆｏｌｉａ）、ナズナ（Ｃａｐｓｅｌｌａ　ｂｕｒｓａ－ｐａ
ｓｔｏｒｉｓ）、クレソン（Ｎａｓｔｕｒｔｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ダイコン（Ｒａｐｈａ
ｎｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ　）、ワサビ（Ｗａｓａｂｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）；
（7）アマ科（Ｌｉｎａｃｅａｅ）の植物、例えば、アマ（Ｌｉｎａｃｅａｅ　ｕｓｉｔ
ａｔｉｓｓｉｍｕｍ）；
（8）イネ科（Ｇｒａｍｉｎｅａｅ）の植物、例えば、エンバク（Ａｖｅｎａ　ｓａｔｉ
ｖａ）、ハトムギ（Ｃｏｉｘ　ｌａｃｒｙｍａ－ｊｏｂｉ　ｖａｒ．　ｍａ－ｙｕｅｎ）
、オーチャードグラス（Ｄａｃｔｙｌｉｓ　ｇｌｏｍｅｒａｔａ）、オオムギ（Ｈｏｒｄ
ｅｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）、イネ（Ｏｒｙｚａ　ｓａｔｉｖａ）、チモシー（ＴＰｈｌｅ
ｕｍ　ｐｒａｔｅｎｓｅ）、サトウキビ（Ｓａｃｃｈａｒｕｍ　ｏｆｆｉｃｉｎａｒｕｍ
）、ライムギ（Ｓｅｃａｌｅ　ｃｅｒｅａｌｅ）、アワ（Ｓｅｔａｒｉａ　ｉｔａｌｉｃ
ａ）、パンコムギ（Ｔｒｉｔｉｃｕｍ　ａｅｓｔｉｖｕｍ）、トウモロコシ（Ｚｅａ　ｍ
ｅｙｓ）、シバ（Ｚｏｙｓｉａ　ｓｐｐ．）；
（9）ウリ科（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａｃｅａｅ）の植物、例えば、トウガン（Ｂｅｎｉｎｃ
ａｓａ　ｈｉｓｐｉｄａ）、スイカ（Ｃｉｔｒｕｌｕｓ　ｌａｎａｔｕｓ）、西洋カボチ
ャ（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ　ｍａｘｉｍａ）、東洋カボチャ（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ　ｍｏｓ
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ｃｈａｔａ）、ペポカボチャ（ズッキーニ）（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ　ｐｅｐｏ）、ヒョウ
タン（Ｌａｇｅｎａｒｉａ　ｓｉｃｅｒａｒｉａ）、ヘチマ（Ｌｕｆｆａ　ｃｙｌｉｎｄ
ｒｉｃａ）；
（10）ウルシ科（Ａｎａｃａｒｄｉａｃｅａｅ）の植物、例えば、カシューナットノキ（
Ａｎａｃａｒｄｉｕｍ）、マンゴー（Ｍａｎｇｉｆｅｒａ）；
（11）カキノキ科（Ｅｂｅｎａｃｅａｅ）の植物、例えば、カキノキ（Ｄｉｏｓｐｙｒｏ
ｓ　ｋａｋｉ）；
（12）カバノキ科（Ｂｅｔｕｌａｃｅａｅ）の植物、例えば、セイヨウハシバミ（Ｃｏｒ
ｙｌｕｓ　ａｖｅｌｌａｎａ）；
（13）キク科（Ｃｏｍｐｏｓｉｔａｅ）の植物、例えば、ヨモギ（Ａｒｔｅｍｉｓｉａ　
ｉｎｄｉｃａ　ｖａｒ．　ｍａｘｉｍｏｗｉｃｚｉｉ）、ゴボウ（Ａｒｃｔｉｕｍ　ｌａ
ｐｐａ　Ｌ．）、チコリー（Ｃｉｃｈｏｒｉｕｍ　ｉｎｔｙｂｕｓ）、アーティチョーク
（Ｃｙｎａｒａ　ｓｃｏｌｙｍｕｓ）、シュンギク（Ｇｌｅｂｉｏｎｉｓ　ｃｏｒｏｎａ
ｒｉａ）、ヒマワリ（Ｈｅｌｉａｎｔｈｕｓ　ａｎｎｕｕｓ）、レタス（Ｌａｃｔｕｃａ
　ｓａｔｉｖａ）；
（14）クサスギカズラ科（Ａｓｐａｒａｇａｃｅａｅ）の植物、例えば、アスパラガス（
Ａｓｐａｒａｇｕｓ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｉｓ　Ｌ．）；
（15）クワ科（Ｍｏｒａｃｅａｅ）の植物、例えば、イチジク（Ｆｉｃｕｓ　ｃａｒｉｃ
ａ　Ｌ．）；
（16）クルミ科（Ｊｕｇｌａｎｄａｃｅａｅ）の植物、例えば、クルミ（Ｊｕｇｌａｎｓ
　ｓｐｐ．）；
（17）ゴマ科（Ｐｅｄａｌｉａｃｅａｅ）の植物、例えば、ゴマ（Ｓｅｓａｍｕｍ　ｉｎ
ｄｉｃｕｍ）；
（18）コショウ科（Ｐｉｐｅｒａｃｅａｅ）の植物、例えば、コショウ（Ｐｉｐｅｒ　ｎ
ｉｇｒｕｍ）；
（19）サトイモ科（Ａｒａｃｅａｅ）の植物、例えば、コンニャク（Ａｍｏｒｐｈｏｐｈ
ａｌｌｕｓ　ｒｉｖｉｅｒｉ　ｖａｒ．　ｋｏｎｊａｃ）、サトイモ（Ｃｏｌｏｃａｓｉ
ａ　ｅｓｃｕｌｅｎｔａ）；
（20）シソ科（Ｌａｍｉａｃｅａｅ）の植物、例えば、ハッカ（ミント）（Ｍｅｎｔｈａ
　ｓｐｐ．）、バジリコ（Ｏｃｉｍｕｍ　ｂａｓｉｌｉｃｕｍ）、シソ（Ｐｅｒｉｌｌａ
　ｆｒｕｔｅｓｃｅｎｓ　ｖａｒ．　ｃｒｉｓｐａ）、セージ（Ｓａｌｖｉａ　ｏｆｆｉ
ｃｉｎａｌｉｓ）；
（21）ショウガ科（Ｚｉｎｇｉｂｅｒａｃｅａｅ）の植物、例えば、ウコン（Ｃｕｒｃｕ
ｍａ　ｌｏｎｇａ）、ジンジャー（Ｈｅｄｙｃｈｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ミョウガ（Ｚｉｎ
ｇｉｂｅｒ　ｍｉｏｇａ）；
（22）セリ科（Ｕｍｂｅｌｌｉｆｅｒａｅ）の植物、例えば、セロリ（Ａｐｉｕｍ　ｇｒ
ａｖｅｏｌｅｎｓ　Ｌ．）、ニンジン（Ｄａｕｃｕｓ　ｃａｒｏｔａ　ｖａｒ．　ｓａｔ
ｉｖａ）、セリ（Ｏｅｎａｎｔｈｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、ゼンマイ（Ｏｓｍｕｎｄａ　
ｊａｐｏｎｉｃａ　Ｔｈｕｎｂ）、パセリ（Ｐｅｔｒｏｓｅｌｉｕｍ　ｃｒｉｓｐｕｍ）
；
（23）スグリ科（Ｇｒｏｓｓｕｌａｒｉａｃｅａｅ）の植物、例えば、セイヨウスグリ（
グーズベリー）（Ｒｉｂｅｓ　ｕｖａ－ｃｒｉｓｐａ）；
（24）タデ科（Ｐｏｌｙｇｏｎａｃｅａｅ）の植物、例えば、ソバ（Ｆａｇｏｐｙｒｕｍ
　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）；
（25）ツツジ科（Ｅｒｉｃａｃｅａｅ）の植物、例えば、ブルーベリー（Ｖａｃｃｉｎｉ
ｕｍ　ｓｐｐ）；
（26）ツバキ科（Ｔｈｅａｃｅａｅ）の植物、例えば、チャノキ（Ｃａｍｅｌｌｉａ　ｓ
ｉｎｅｎｓｉｓ）；
（27）ナス科（Ｓｏｌａｎａｃｅａｅ）の植物、例えば、トウガラシ（Ｃａｐｓｉｃｕｍ
　ａｎｎｕｕｍ）、ピーマン（Ｃａｐｓｉｃｕｍ　ａｎｎｕｕｍ　ｖａｒ．　ｇｒｏｓｓ
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ｕｍ）、トマト（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）、タバコ（Ｎｉｃ
ｏｔｉａｎａ　ｔａｂａｃｕｍ）、ナス（Ｓｏｌａｎｕｍ　ｍｅｌｏｎｇｅｎａ）、ジャ
ガイモ（Ｓｏｌａｎｕｍ　ｔｕｂｅｒｏｓｕｍ）；
（28）パイナップル科（Ｂｒｏｍｅｌｉａｃｅａｅ）の植物、例えば、パイナップル（Ａ
ｎａｎａｓ　ｃｏｍｏｓｕｓ）；
（29）バショウ科（Ｍｕｓａｃｅａｅ）の植物、例えば、バナナ（Ｍｕｓａ　ｓｐｐ．）
；
（30）ハス科（Ｎｅｌｕｍｂｏｎａｃｅａｅ）の植物、例えば、ハス（Ｎｅｌｕｍｂｏ　
ｎｕｃｉｆｅｒａ）
（31）パパイア科（Ｃａｒｉｃａｃｅａｅ）の植物、例えば、パパイア（Ｃａｒｉｃａ　
ｐａｐａｙａ）
（32）バラ科（Ｒｏｓａｃｅａｅ）の植物、例えば、カリン（Ｃｈａｅｎｏｍｅｌｅｓ　
ｓｉｎｅｎｓｉｓ）、ビワ（Ｅｒｉｏｂｏｔｒｙａ　ｊａｐｏｎｉｃａ　Ｌｉｎｄｌ．）
、イチゴ（Ｆｒａｇａｒｉａ　ｓｐｐ．）、リンゴ（Ｍａｌｕｓ　ｐｕｍｉｌａ）、アン
ズ（Ｐｒｕｎｕｓ　ａｒｍｅｎｉａｃａ）、セイヨウミザクラ（Ｐｒｕｎｕｓ　ａｖｉｕ
ｍ）、スミミザクラ（Ｐｒｕｎｕｓ　ｃｅｒａｓｕｓ）、アーモンド（Ｐｒｕｎｕｓ　ｄ
ｕｌｃｉｓ）、ウメ（Ｐｒｕｎｕｓ　ｍｕｍｅ）、モモ（Ｐｒｕｎｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａ
）、スモモ（Ｐｒｕｎｕｓ　ｓａｌｉｃｉｎａ）、ナシ（Ｐｙｒｕｓ　ｐｙｒｉｆｏｌｉ
ａ　ｖａｒ．　ｃｕｌｔａ）、セイヨウナシ（Ｐｙｒｕｓ　ｃｏｍｍｕｎｉｓ）、ブラッ
クベリー（Ｒｕｂｕｓ　ｓｐｐ．）；
（33）ヒルガオ科（Ｃｏｎｖｏｌｖｕｌａｃｅａｅ）の植物、例えば、サツマイモ（Ｉｐ
ｏｍｏｅａ　ｂａｔａｔａｓ　Ｌａｍ．　ｖａｒ．　ｅｄｕｌｉｓ　Ｍａｋｉｎｏ）；（
34）ブドウ科（Ｖｉｔａｃｅａｅ）の植物、例えば、ブドウ（Ｖｉｔｉｓ　ｓｐｐ．）；
（35）ブナ科（Ｆａｇａｃｅａｅ）の植物、例えば、クリ（Ｃａｓｔａｎｅａ　ｃｒｅｎ
ａｔａ　Ｓｉｅｂ．　Ｅｔ　Ｚｕｃｃ．）；
（36）マタタビ科（Ａｃｔｉｎｉｄｉａｃｅａｅ）の植物、例えば、キウイ（Ａｃｔｉｎ
ｉｄｉａ　ｄｅｌｉｃｉｏｓａ）；
（37）マメ科（Ｌｅｇｕｍｉｎｏｓａｅ）の植物、例えば、ラッカセイ（Ａｒａｃｈｉｓ
　ｈｙｐｏｇａｅａ）、ダイズ（Ｇｌｙｃｉｎｅ　ｍａｘ　ｓｕｂｓｐ．　ｍａｘ）、ツ
ルマメ（Ｇｌｙｃｉｎｅ　ｍａｘ　ｓｕｂｓｐ．　ｓｏｊａ）、ヒラマメ（Ｌｅｎｓ　ｃ
ｕｌｉｎａｒｉｓ）、アルファルファ（Ｍｅｄｉｃａｇｏ　ｓａｔｉｖａ）、エンドウマ
メ（Ｐｉｓｕｍ　ｓａｔｉｖｕｍ　Ｌ．）、インゲンマメ（Ｐｈａｓｅｏｌｕｓ　ｖｕｌ
ｇａｒｉｓ）、ヤハズエンドウ（Ｖｉｃｉａ　ａｎｇｕｓｔｉｆｏｌｉａ）、ソラマメ（
Ｖｉｃｉａ　ｆａｂａ）、アズキ（Ｖｉｇｎａ　ａｎｇｕｌａｒｉｓ）；
（38）ミカン科（Ｒｕｔａｃｅａｅ）の植物、例えば、ユズ（Ｃｉｔｒｕｓ　ｊｕｎｏｓ
）、コミカン（紀州ミカン）（Ｃｉｔｒｕｓ　ｋｉｎｏｋｕｎｉ）、レモン（Ｃｉｔｒｕ
ｓ　ｌｉｍｏｎ）、オレンジ（Ｃｉｔｒｕｓ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ）、ウンシュウミカン（
Ｃｉｔｒｕｓ　ｕｎｓｈｉｕ）、グレープフルーツ（Ｃｉｔｒｕｓ　Ｘ　ｐａｒａｄｉｓ
ｉ）、キンカン（Ｆｏｒｔｕｎｅｌｌａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、サンショウ（Ｚａｎｔｈ
ｏｘｙｌｕｍ　ｐｉｐｅｒｉｔｕｍ）；
（39）モクセイ科（Ｏｌｅａｃｅａｅ）の植物、例えば、ジャスミン（Ｊａｓｍｉｎｕｍ
　ｓｐｐ．）、オリーブ（Ｏｌｅａ　ｅｕｒｏｐａｅａ）；
（40）ヤマノイモ科（Ｄｉｏｓｃｏｒｅａｃｅａｅ）の植物、例えば、ヤマノイモ（Ｄｉ
ｏｓｃｏｒｅａ　ｊａｐｏｎｉｃａ　Ｔｈｕｎｂ．）、ナガイモ（Ｄｉｏｓｃｏｒｅａ　
ｂａｔａｔａｓ）；
（41）ユリ科（Ｌｉｌｉａｃｅａｅ）の植物、例えば、タマネギ（Ａｌｌｉｕｍ　ｃｅｐ
ａ）、ネギ（Ａｌｌｉｕｍ　ｆｉｓｔｕｌｏｓｕｍ）、ニンニク（Ａｌｌｉｕｍ　ｓａｔ
ｉｖｕｍ）、チャイブ（Ａｌｌｉｕｍ　ｓｃｈｏｅｎｏｐｒａｓｕｍ）、ニラ（Ａｌｌｉ
ｕｍ　ｔｕｂｅｒｏｓｕｍ）、チューリップ（Ｔｕｌｉｐａ　ｇｅｓｎｅｒｉａｎａ）；
【００８０】
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　本発明の殺菌剤組成物は、広範囲の種類の糸状菌、例えば、藻菌類（Ｏｏｍｙｃｅｔｅ
ｓ）、子のう（嚢）菌類（Ａｓｃｏｍｙｃｅｔｅｓ），不完全菌類（Ｄｅｕｔｅｒｏｍｙ
ｃｅｔｅｓ）、担子菌類（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）に属する菌に対し優れた殺菌
力を有する。
【００８１】
　本発明の殺菌剤組成物は、花卉、芝、牧草を含む農園芸作物の栽培に際し発生する種々
の病害の防除に、種子処理、茎葉散布、土壌施用または水面施用などにより使用すること
ができる。
【００８２】
　例えば、
　テンサイ：褐斑病（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ）、黒根病（Ａｐｈａｎ
ｏｍｙｃｅｓ　ｃｏｃｈｌｌｏｉｄｅｓ）、根腐病（Ｔｈａｎａｔｅｐｈｏｒｕｓ　ｃｕ
ｃｕｍｅｒｉｓ）、葉腐病（Ｔｈａｎａｔｅｐｈｏｒｕｓ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｓ）；
　ラッカセイ：褐斑病（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、黒渋病
（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｂｅｒｋｅｌｅｙｉ）；
　キュウリ：うどんこ病（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅａ）、べと病（
Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ）、つる枯病（Ｍｙｃｏｓｐｈ
ａｅｒｅｌｌａ　ｍｅｌｏｎｉｓ）、つる割病（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ
）、菌核病（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）、灰色かび病（Ｂｏ
ｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）、炭そ病（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｏｒｂｉｃ
ｕｌａｒｅ）、黒星病（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｎｕｍ）、褐斑病
（Ｃｏｒｙｎｅｓｐｏｒａ　ｃａｓｓｉｃｏｌａ）、苗立枯病（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｄｅｂ
ａｒｙａｎａｍ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ　Ｋｕｈｎ）、斑点細菌病（Ｐ
ｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．Ｌｅｃｒｙｍａｎｓ）；
　トマト：灰色かび病（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）、葉かび病（Ｃｌａｄｏｓ
ｐｏｒｉｕｍ　ｆｕｌｖｕｍ）、疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ
）；
　ナス：灰色かび病（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）、黒枯病（Ｃｏｒｙｎｅｓｐ
ｏｒａ　ｍｅｌｏｎｇｅｎａｅ）、うどんこ病（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅ
ａｒｕｍ）、すすかび病（Ｍｙｃｏｖｅｌｌｏｓｉｅｌｌａ　ｎａｔｔｒａｓｓｉｉ）；
　イチゴ：灰色かび病（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）、うどんこ病（Ｓｏｈａｅ
ｒｏｔｈｅｃａ　ｈｕｍｕｌｉ）、炭そ病（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ａｃｕｔａ
ｔｕｍ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈ
ｔｈｏｒａ　ｃａｃｔｏｒｕｍ）；
　タマネギ：灰色腐敗病（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ａｌｌｉｉ）、灰色かび病（Ｂｏｔｒｙｔ
ｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）、白斑葉枯病（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｓｑｕａｍｏｓａ）、べと病
（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）；
　キャベツ：根こぶ病（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏｐｈｏｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、軟腐病
（Ｅｒｗｉｎｉａ　ｃａｒｏｔｏｖｏｒａ）、べと病（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｐａｒ
ａｓｉｔｉｃａ）；
　インゲン：菌核病（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）、灰色かび
病（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）；
　りんご：うどんこ病（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｌｅｕｃｏｔｒｉｃｈａ）、黒星病（
Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ）、モニリア病（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｍａｌ
ｉ）、黒点病（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｐｏｍｉ）、腐らん病（Ｖａｌｓａ　ｍ
ａｌｉ）、斑点落葉病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｍａｌｉ）、赤星病（Ｇｙｍｎｏｓｐｏ
ｒａｎｇｉｕｍ　ｙａｍａｄａｅ）、輪紋病（Ｂｏｔｒｙｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｂｅｒｅ
ｎｇｅｒｉａｎａ）、炭そ病（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ、Ｃｏｌｌｅ
ｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ａｃｕｔａｔｕｍ）、褐斑病（Ｄｉｐｌｏｃａｒｐｏｎ　ｍａｌｉ
）、すす点病（Ｚｙｇｏｐｈｉａｌａ　ｊａｍａｉｃｅｎｓｉｓ）、すす斑病（Ｇｌｏｅ
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ｏｄｅｓ　ｐｏｍｉｇｅｎａ）；
　カキ：うどんこ病（Ｐｈｙｌｌａｃｔｉｎｉａ　ｋａｋｉｃｏｌａ）、炭そ病（Ｇｌｏ
ｅｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｋａｋｉ）、角斑落葉病（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｋａｋｉ）；
【００８３】
　モモ：灰星病（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ）、黒星病（Ｃｌａｄｏｓ
ｐｏｒｉｕｍ　ｃａｒｐｏｐｈｉｌｕｍ）、ホモプシス腐敗病（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｓ
ｐ．）；
　オウトウ：灰星病（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ）；
　ブドウ：灰色かび病（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）、うどんこ病（Ｕｎｃｉｎ
ｕｌａ　ｎｅｃａｔｏｒ）、晩腐病（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ、Ｃｏ
ｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ａｃｕｔａｔｕｍ）、べと病（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉ
ｔｉｃｏｌａ）、黒とう病（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ａｍｐｅｌｉｎａ）、褐斑病（Ｐｓｅｕｄ
ｏｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｖｉｔｉｓ）、黒腐病（Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ　ｂｉｄｗｅｌ
ｌｉｉ）；
　ナシ：黒星病（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｎａｓｈｉｃｏｌａ）、赤星病（Ｇｙｍｎｏｓｐｏ
ｒａｎｇｉｕｍ　ａｓｉａｔｉｃｕｍ）、黒斑病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｋｉｋｕｃｈ
ｉａｎａ）、輪紋病（Ｂｏｔｒｙｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｂｅｒｅｎｇｅｒｉａｎａ）、う
どんこ病（Ｐｈｙｌｌａｃｔｉｎｉａ　ｍａｌｉ）；
　チャ：輪斑病（Ｐｅｓｔａｌｏｔｉａ　ｔｈｅａｅ）、炭そ病（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉ
ｃｈｕｍ　ｔｈｅａｅ－ｓｉｎｅｎｓｉｓ）；
　カンキツ：そうか病（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ｆａｗｃｅｔｔｉ）、青かび病（Ｐｅｎｉｃｉ
ｌｌｉｕｍ　ｉｔａｌｉｃｕｍ）、緑かび病（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｄｉｇｉｔａｔ
ｕｍ）、灰色かび病（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）、黒点病（Ｄｉａｐｏｒｔｈ
ｅ　ｃｉｔｒｉ）、かいよう病（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ
．Ｃｉｔｒｉ）；
　コムギ：うどんこ病（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．ｓｐ．ｔｒｉｔｉｃ
ｉ）、赤かび病（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ）、赤さび病（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒ
ｅｃｏｎｄｉｔａ）、褐色雪腐病（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｗａｙａｍａｉ）、紅色雪腐病（
Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｎｉｖａｌｉｓ）、眼紋病（Ｐｓｅｕｄｏｃｅｒｃｏｓｐ
ｏｒｅｌｌａ　ｈｅｒｐｏｔｒｉｃｈｏｉｄｅｓ）、葉枯病（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｔｒｉ
ｔｉｃｉ）、ふ枯病（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）、雪腐小粒菌核病
（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉｎｃａｒｎａｔａ）、雪腐大粒菌核病（Ｍｙｒｉｏｓｃｌｅｒｏｔ
ｉｎｉａ　ｂｏｒｅａｌｉｓ）、立枯病（Ｇａｅｕｍａｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍｉｎｉ
ｓ）；
【００８４】
　オオムギ：斑葉病（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｇｒａｍｉｎｅａ）、雲形病（Ｒｈｙｎ
ｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｅｃａｌｉｓ）、裸黒穂病（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｔｒｉｔｉｃ
ｉ、Ｕ．ｎｕｄａ）；
　イネ：いもち病（Ｐｙｒｉｃｕｌａｒｉａ　ｏｒｙｚａｅ）、紋枯病（Ｒｈｉｚｏｃｔ
ｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）、馬鹿苗病（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｆｕｊｉｋｕｒｏｉ）、
ごま葉枯病（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｍｉｙａｂｅａｎｕｓ）、苗立枯病（Ｐｙｔｈ
ｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌｕｍ）、白葉枯病（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｏｒｙｚａ
ｅ）、苗立枯細菌病（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｐｌａｎｔａｒｉｉ）、褐条病（Ａｃ
ｉｄｏｖｏｒａｘ　ａｖｅｎａｅ）、もみ枯細菌病（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｇｌｕ
ｍａｅ）；
　タバコ：菌核病（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）、うどんこ病
（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ）；
　チューリップ：灰色かび病（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）；
　ベントグラス：雪腐大粒菌核病（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｂｏｒｅａｌｉｓ）、赤焼
病（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ）；
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　オーチャードグラス：うどんこ病（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）；
　ダイズ：紫斑病（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｋｉｋｕｃｈｉｉ）、べと病（Ｐｅｒｏｎｏ
ｓｐｏｒａ　Ｍａｎｓｈｕｒｉｃａ）、茎疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ
）；
　ジャガイモ・トマト：疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）；
などの防除に使用することができる。
【００８５】
　また、本発明の殺菌剤組成物は、耐性菌に対しても優れた殺菌効果を有する。さらに、
ごく低薬量の施用で効果を示すため、新たな耐性菌の出現を予防する効果がある。
【００８６】
　本発明の殺菌剤組成物の適用がより好ましい病害としては、リンゴの黒星病、キュウリ
の灰色かび病、コムギのうどんこ病、トマトの疫病、コムギの赤さび病、水稲のいもち病
、キュウリのつる割病などが挙げられる。
【実施例】
【００８７】
　次に、実施例を挙げて本発明をさらに詳細に説明する。但し、本発明は実施例に何ら限
定されるものではない。
【００８８】
実施例１および比較例１
　表１～５に示す濃度にて、薬剤Ｉおよび薬剤ＩＩを別々にジメチルスルホキシドに溶解
させた。得られた溶液を混合して、殺菌剤組成物を調製した。
　なお、以下の各表中、薬剤Ｉを表す記号Ａは式（Ａ）で表される含窒素ヘテロ環化合物
を、薬剤Ｉを表す記号Ｂは式（Ｂ）で表される含窒素ヘテロ環化合物を、薬剤Ｉを表す記
号Ｃは式（Ｃ）で表される含窒素ヘテロ環化合物をそれぞれ示す。また、表中、薬剤ＩＩ
を表す数字は下記の［１］～［６１］の化合物を示す。なお、表中の「－」はその薬剤を
使用しなかったことを示す。
【００８９】
【化２０】

【００９０】
【化２１】

【００９１】
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【化２２】

【００９２】
［１］　シフルフェナミド
［２］　トリフルミゾール
［３］　チオファネートメチル
［４］　イミノクタジン酢酸塩
［５］　イミノクタジンアルベシル酸塩
［６］　メタラキシル
［７］　シモキサニル
［８］　ベンチアバリカルブ－イソプロピル
［９］　ファモキサドン
［１０］アメトクトラジン
［１１］フルオピコリド
［１２］ゾキサミド
［１３］ホセチル
［１４］シアゾファミド
［１５］プロキナジッド
［１６］メトラフェノン
［１７］キノキシフェン
［１８］フルトラニル
［１９］ジクロメジン
［２０］フルジオキソニル
［２１］ジフェノコナゾール
［２２］テブコナゾール
［２３］カルボキシン
［２４］チラム
［２５］クロロタロニル
［２６］トリフロキシストロビン
［２７］アゾキシストロビン
［２８］クレソキシムメチル
［２９］ピリベンカルブ
［３０］フルオピラム
［３１］フルアジナム
［３２］マンゼブ
［３３］キャプタン
［３４］シプロジニル
［３５］トルクロホスメチル
［３６］イプロジオン
［３７］フォルペット
［３８］式（２０）で表される化合物
［３９］式（２１）で示される化合物
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【００９３】
【化２３】

【００９４】
【化２４】

【００９５】
［４０］オリサストロビン
［４１］イソプロチオラン
［４２］アセタミプリド
［４３］ヘキシチアゾクス
［４４］テブフェノジド
［４５］イミダクロプリド
［４６］チアメトキサム
［４７］クロチアニジン
［４８］クロルピリホス
［４９］チオジカルブ
［５０］スピノサド
［５１］ジノテフラン
［５２］エトフェンプロックス
［５３］フィプロニル　
［５４］エチプロール
［５５］ピメトロジン
［５６］チフルザミド
［５７］ブプロフェジン
［５８］ボスカリド
［５９］クロルフェナピル
［６０］ブピリメート
［６１］式（２２）で示される化合物
【００９６】

【化２５】
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（殺菌試験）
　ジャガイモブドウ糖培地に、灰色かび病菌（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）の分
生胞子を添加して分散させた。これに殺菌剤組成物を添加し混ぜ合わせた。これを９６穴
マイクロプレートに分注し、暗所、２０℃で３日間培養した。その後、マイクロプレート
リーダーで波長４０５ｎｍにおける濁度を測定した。無処理（殺菌剤組成物を添加しない
）の場合における濁度の測定値との比較で、灰色かび病菌の生育阻害率（％）を算出した
。試験は２連で行った。また、コルビーの式に基づいて生育阻害率の期待値を算出した。
それらの結果を表１～５に示す。
　なお、コルビーの式は、　Ｅ＝Ｍ＋Ｎ－ＭＮ／１００　である。ここで、Ｅは生育阻害
率の期待値（％）、Ｍは薬剤Ｉ単独使用時の測定から算出された生育阻害率（％）、Ｎは
薬剤ＩＩ単独使用時の測定から算出された生育阻害率（％）を表す。なお、表中、薬剤単
独使用時の期待値は、測定から算出された値と同じなので示していない。
【００９８】

【表１】

【００９９】
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【表２】

【０１００】
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【表３】

【０１０１】
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【表４】

【０１０２】
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【表５】

【０１０３】
実施例２および比較例２
　表６～８に示す濃度にて、薬剤Ｉおよび薬剤ＩＩを別々にジメチルスルホキシドに溶解
させた。得られた溶液を混合して、殺菌剤組成物を調製した。
【０１０４】
　実施例１および比較例１と同じ手法で殺菌試験を行った。それらの結果を表６～８に示
す。なお、表中、薬剤単独使用時の期待値は、測定から算出された値と同じなので示して
いない。
【０１０５】
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【０１０６】
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【表７】

【０１０７】
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【表８】

【０１０８】
　これらの結果から、本発明に係る殺菌剤組成物を用いた場合に測定された生育阻害率の
値は、上記コルビーの式に従って算出された生育阻害率の期待値を超えており、いずれも
相乗的殺菌効果を示すことがわかる。
【０１０９】
（キュウリ灰色かび病防除試験）
　素焼きポットで栽培したキュウリ幼苗（品種「相模半白」、子葉期）に、薬剤Ｉおよび
薬剤ＩＩを有機溶媒および界面活性剤に溶解して調製した混合乳剤を水で所定濃度に希釈
し散布した。なお、表中、薬剤Ｉを表す記号Ａは式（Ａ）で表される含窒素ヘテロ環化合
物を、薬剤Ｉを表す記号Ｂは式（Ｂ）で表される含窒素ヘテロ環化合物を、薬剤Ｉを表す
記号Ｃは式（Ｃ）で表される含窒素ヘテロ環化合物をそれぞれ示す。また、表中、薬剤Ｉ
Ｉを表す数字は、前記の同番号で記載した各化合物を示す。なお、表中の「－」はその薬
剤を使用しなかったことを示す。
　室温で自然乾燥した後、キュウリ灰色かび病菌（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）
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の分生胞子懸濁液を滴下接種し、暗所、２０℃、高湿度の室内に３日間、４日間または５
日間保持した。葉上の病斑出現状態を無処理と比較調査し、防除効果を求めた。試験は２
連で行った。また、コルビーの式に基づいて防除効果の期待値を算出した。
　同時に比較例として、薬剤Ｉのみを用いた場合および薬剤ＩＩのみを用いた場合につい
ても上記同様の方法で試験した。
　それらの結果を表９～１４に示す。
　なお、コルビーの式は、　Ｅ＝Ｍ＋Ｎ－ＭＮ／１００　である。ここで、Ｅは防除効果
の期待値（％）、Ｍは薬剤Ｉ単独使用時の測定から算出された防除効果（％）、Ｎは薬剤
ＩＩ単独使用時の測定から算出された防除効果（％）を表す。なお、表中、薬剤単独使用
時の期待値は、測定から算出された値と同じなので示していない。
【０１１０】
【表９】

【０１１１】
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【表１０】

【０１１２】
【表１１】
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【０１１３】
【表１２】

【０１１４】
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【表１３】

【０１１５】
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【表１４】

【０１１６】
（キュウリうどんこ病防除試験）
　素焼きポットで栽培したキュウリ幼苗（品種「相模半白」、子葉期）に、薬剤Ｉおよび
薬剤ＩＩを有機溶媒および界面活性剤に溶解して調製した混合乳剤を水で所定濃度に希釈
し散布した。なお、表中、薬剤Ｉを表す記号Ａは式（Ａ）で表される含窒素ヘテロ環化合
物を、薬剤Ｉを表す記号Ｂは式（Ｂ）で表される含窒素ヘテロ環化合物を、薬剤Ｉを表す
記号Ｃは式（Ｃ）で表される含窒素ヘテロ環化合物をそれぞれ示す。また、表中、薬剤Ｉ
Ｉを表す数字は、前記の同番号で記載した各化合物を示す。なお、表中の「－」はその薬
剤を使用しなかったことを示す。
　室温で自然乾燥した後、キュウリうどんこ病菌（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉ
ｇｉｎｅａ）の分生胞子を払い落とし接種し、温室内に７日間保持した。葉上の病斑出現
状態を無処理と比較調査し、防除効果を求めた。試験は２連で行った。また、コルビーの
式に基づいて防除効果の期待値を算出した。
　同時に比較例として、薬剤Ｉのみを用いた場合および薬剤ＩＩのみを用いた場合につい
ても上記同様の方法で試験した。
　それらの結果を表１５に示す。
　なお、コルビーの式は、　Ｅ＝Ｍ＋Ｎ－ＭＮ／１００　である。ここで、Ｅは防除効果
の期待値（％）、Ｍは薬剤Ｉ単独使用時の測定から算出された防除効果（％）、Ｎは薬剤
ＩＩ単独使用時の測定から算出された防除効果（％）を表す。なお、表中、薬剤単独使用
時の期待値は、測定から算出された値と同じなので示していない。
【０１１７】



(42) JP 6458855 B2 2019.1.30

10

20

30

【表１５】

【０１１８】
　これらの結果から、本発明に係る殺菌剤組成物を用いた場合に測定された防除効果の値
は、上記コルビーの式に従って算出された防除効果の期待値を超えており、いずれも相乗
的殺菌効果を示すことがわかる。
【産業上の利用可能性】
【０１１９】
　本発明の農園芸用殺菌剤組成物は、ごく低薬量でも植物病害に対して優れた防除効果を
示し、かつ、有用植物に対する薬害の心配がないものである。したがって、本発明は、農
園芸用殺菌剤組成物に、好適に用いることができる。そのため、本発明は産業上極めて有
用である。
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